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ピルファヂィングの下組織された資本

主義J論 (4)

221く1011)

上条 勇

F字 下総織された資*::E義j論の形成過稜

「組織された資本主義j

1， 2 (以上第27巻室長、2号〕

3， 4， 5， 6 (第27巻第3-5予〉

立 「経済民主主義j言動〈第28者委総2号〉

直 下混実約千和主義公広務帝額::E幾J論〈以下本号〉

むすび

現 「現実的平和主義 1 鶴帝爵主義J

ヒノレブァグィングは，いわゆる fレンテンマルクの奇捗J後の安認と発壊

の時f¥;;にはいったドイツ資本主義せとおもな対象にして，r組織さ

論、念日協えた。彼はさらに「組織された資本主義Jにおける

経演政策(対外政策〉議として，一種の題帝観主義論ともいう

平和主義j鎗を論じている。本節では，こうした Kノレブァディングの「議実

論~， (1)現実的平和主義への選(2)I統一経済償譲j議(3)I現実
象

的平和主義j議(4)小括としづ構成において検討す{)o

* じノレブアヅ、ィ γ グの f現笑的平和主義J論を書室尊重?と紹介したものとしては， W. 
Gottschalch， Strukturveranderung der Gesellschaft undμlttisches Ha-

ndeln in der 1二政均抑nRudolf Hilferding， 1962， 6市 b.係伎敏彦・

子訳 Fヒノレフ γディングーー帝国主義とドイヅ・マルクス主義一寸ミネノレグア

議第， 1973，務5重量の Hがある。

1. rその燈史的規定伎において務問主義政策が資本:淡の政策およびそれに条件づけ

られた閣議誌の政策の特定局i鉛に生ずる紫浮;主義的膨張政策会意味すると把えるな
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らば，戦争の結果はそのような政策に終止符を打っか，少くともそれを決定的に

変えはーしなかったか…--.:1

論文「時代の諸問題J(1924年〉において， ヒノレブァディ:/グはこう自問し，

戦後における国際関係の特徴を指摘した後に，さらに聞いをつぎのように畳

みかけている。個々の部分の暴力的略取にかわって，世界市場の共同確保と

共同利用の方向に資本主義的拡張傾向の形態変化が生じないか?好戦的諸傾

向が弱まり，現実的平和主義と呼ばれるひとつの政策が可能にならないか?

ひとつの超国家組織のために個々の諸国の主権を制限する徹底した政策によ

って新しい形態の世界政治秩序を形成しえなし、か?

こうしてヒノレファディングは，戦後における情勢の変化から J 金融資本の

拡張政策が必ずしも国家の帝国主義的対外膨張政策に結びつ〈必然性がなく

なったという理由をのベて，プロレタリアートの政策として自由貿易政策と

現実的平和主義 (realistischerPazifismus) を掲げるのである O むろんこれ

は，帝国主義が世界戦争に結びつく「必然性」を明らかにし，かかる帝国主

義にたいするプロレタリアートの回答として，自由貿易ではなく社会主義を

対置した『金融資本論，](1910年〉における彼の見解とは，かなり異なってい

るO 帝国主義論史の問題関心から，以下では， r金融資本論』におけるヒノレフ

ァディングの帝国主義認識と彼の「現実的平和主義」論との関係について簡

単にのべておきたい。

『金融資本論」において， ヒノレファディングの「帝国主義」論は，おもに

第 5篇の「金融資本の経済政策」のなかで展開されている O この第 5篇でヒ

ノレファディングは，帝国主義を金融資本の経済政策とする観点から，保護関

税政策・資本輸出・植民地政策・ミリタリズム・帝国主義イデオロギーなど

といった帝国主義の諸現象を彼なりに体系的に説明した。が，そこでは現実

的平和主義に関連するいくつかの無視しえない論点も示されている O

第一に，ヒノレブァディングは，1帝国主義」論を金融資本の経済政策論とし

て展開し，帝国主義を金融資本の政策だと規定したO 彼はカウツキーのよう

に帝国主義を「金融資本の好んで用いる政策」と規定したのではなく，帝国
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主義合金融資本にとって客観的に必然的な政策だと のである

義J論を経済政策論において説くことはどういう意味をもつのか?また，経

済政策論は帝霞主義論にいかに位置づけられるのか?守谷関主義論と

論のあいだには，そのほ。かにも種々の問題がある。ここではヒルファディン

グにそくしてのべると， r帝国主義J論を経済政策論としてj良識し，

を金融資本の経済政策と規定したことは，後年後がカウツキーと足止つ

句、gj由貿易政策や趨帝国主義合唱えるひとつの原器となったといえる。

わち，後述のごとく第一次大戦中ヒノレファディングは，帝国主義がひとつの

経済政策だとするならば，ブロレタザアートはそれに加の政策たとえば自由

貿易政策を対重量しうるはずだ，と L、う考えを示した。また「椙対的安定期」

には，経済政策論の具体化を試み，政策を金融資本の政策と霞家の政策に綾

)]IJし，金融資本の拡張政策が必ずしも盟家の守谷間主義的膨張政策に結びっく

必然性がないとのべたのーなあるG ヒルブァデ 4 ングの自由貿易政策や趨帝国

こうした経済政策論の次元で¥ヅロレタリアートの経済政策や反

帝関苧を具体的に論ずるなかで務成されたと考えられよう O

ヒノレブァディソグは了金融資本論Jにおいては，反守管劉の具体的内容を

賜う必要性をあまり感じなかったようである O というのは依は，当特の資本

あるとみなし， し戦争‘へと

突き進んでいくにしたがって，一気に革命的情勢が醸し出されると考えてい

たからである。彼は具体的な改良闘争の積極的意義をあまり認めず，第ニイ

ンタ…ナショナノレのなかで流布されていた，戦争には革命(たとえば""'<，;1セ

ンストライ々にはじまる〉

シュに議援としていたと

るといった見解を，多少シヱ{マデイず

られる。したがって彼はプロレタリア…トをし

て帝間主義のいきつく揚壌の穏続人にするという観点から…般的に長戦観争

の意義を認めたにすぎず，平野盟主義に社会主畿を対置することで十分だとみ

なしていたように怠われる。ところがその後間際情勢が急転するなかで，ビ

ノレブプディングはしだし、に反帝闘争の具体化の必要性を感じはじめるのであ

る。たとえば1912年のある論文のなかで彼はJ対外政策上の鵠題℃、具体的な
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立場をとることがいかに重要であるかJ，1日常的な問題にお¥.，... ~て，社会主義

の一般的で自明な回答がし、かに空虚で効果のないものであるか」ということ

を反省的にのべている;そして具体的な反戦政策のひとつとして，軍縮政策

の意義をいっそう積極的に評価しはじめたのである O 彼の見解が若干変化し

た理由は，①1912年 1月の帝国議会選挙におけるドイツ社会民主党(SP D) 

の躍進②1912年10月に勃発した第一次ノミノレカン戦争など，情勢の変化に応じ

た彼の認識の「発展」に関係しているように思われる。が，その詳しい説明

は，紙数の都合上，ここでは割愛せざるをえない。結論的にいえば，u金融資

本論」においては反帝闘争の具体的内容が等閑に付されていたが，その後の

情勢変化によってヒノレファディングは反帝闘争の内容を具体化する必要にせ

まられた。自由貿易政策は，かかる反帝闘争の具体化の一環としてふたたび

積極的に取りあげられるようになっていったと考えられよう。

F現実的平和主義」論との関連で，第二に，ヒノレブァディングの「帝国主義」

論の保護関税を主軸とする視角と「自由貿易=合理的国際分業」論を看過で

きない。ヒノレファディングはカノレテル保護関税を起点にすえて帝国主義を説

明した。つまり彼は保護関税体系の一般化が世界市場を個々の経済領域に分

断するが，他方では金融資本への発展が経済領域の広さの意義を高める，と

いうことを指摘することからはじめている。そのさい注意すべきことに，ヒ

ノレファディングほ，1発達した資本主義的生産にあっては，全世界市場を単一

の経済領域に結びあわす自由貿易が，もっとも大きな労働生産性ともっとも

合理的な国際分業とを可能にすることに，なんの疑いもない」とのべている

(こうした考えは，オットー・パウアーにもみられる〉。このような自由貿易

にたいして，保護関税は合理的な国際分業の形成を阻害し，生産諸力の発展

を抑止する。金融資本は，保護関税が高い特別利潤を保証するがゆえに，こ

の制限を自由貿易の実現によってではなく，資本輸出(これは資本主義の国

際化を促進する)や植民地政策を推進し，経済領域を拡大することによって

克服しようとする。かくして金融資本の拡張政策が経済領域をめぐる闘争と

して展開され，そして諸列強の国際対立ひいては戦争への「必然性」を生み
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出すのである O

このようにヒノレファディングは，保護関税による世界市場の分断傾向(生

産諸力の発展を阻害する〉と金融資本にとって経済領域の広さの意義が高ま

る傾向といった二つの傾向の対立関係を軸心にすえて，彼の「帝国主義」論

を展開し，種々の帝国主義諸現象について，すぐれた分析をおこなっている。

しかし如上の保護関税を主軸とする視角は，帝国主義的国際対立の根源を保

護関税におく，後年の彼の見解に結び、ついたといわなければならなし、。また，

自由貿易が合理的な国際分業を保証するとし、う考えは，If'金融資本論』ではご

くめだたない形で存在したが，情勢の変化に応じて，統一的経済領域を形成

する手段として，自由貿易政策を唱える論拠となってゆくのである O この自

由貿易政策との関連で，もうひとつ問題点を指摘しておこう。

『金融資本論』において，保護関税政策にたいする自由貿易政策の防衛的

な意義を，ネガティブな形でだが認めるような個所がある O ヒノレファディン

グは，当時の政治的力関係からいって自由貿易の実現の見こみがないという

理由をのベ，結局，自由貿易政策を掲げる意味が失われたという考えを示し

ている。ところでこの場合，つぎのような疑問が生ずる。すなわち，諸階級

の政治的力関係の変化から自由貿易を実現する見こみがある程度生じた場合，

自由貿易政策を掲げる意義がふたたび‘復活しないか?あるいは情勢の変化の

なかで自由貿易政策を掲げる意義がなんらかの形で生じないか?と。事実，

かかる問題が「金融資本論J以後のヒノレファディングに提出され，彼は自由

貿易政策をプロレタリアートの政策として積極的に取りあげるようになるの

である。

第三に，ヒノレブァディングは戦争に反対する諸要因をつぎのようにあげて

いる。すなわち①資本輸出による各国資本の絡みあいが「資本の国際的利益

連帯ハの傾向」を生み出すということ(この考えは後にカウツキーの超帝国

主義論のひとつの論拠となる)②社会主義運動への恐怖のこつで、ある。彼は，

「もし反対の諸原因が反対に作用しなかったら，暴力的解決はとっくに始ま

っていただろう」と指摘じている。彼によれば，戦争傾向と戦争反対傾向の
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どちらが優勢になるかは，それがおかれている具体的状況にかかっており，

そこでは利得の見こみや力の差がとくに決定的要因になる。「ここでは，あた

かもー産業部面の内部で、競争戦をつづ、けるか，それともカノレテノレまたはトラ

ストによって長短いずれかの期間それを中止するかを決定するのと同様な関

係が民族問および国家聞で一役を演じる。」ヒノレブァディングはこうした角度

から，r最近の国際的領土維持政策には，まるで資本主義の初期段階における

均衡政策をおもわせるものがある」といささか均衡論的な考えを吐露してい

る。

ペわれわれはここに，産業部面内でのカルテノレ・トラスト形成とのアナロジ

ーで国家聞の国際利益共同体の形成を説明した，後年の「現実的平和主義J

論の萌芽を看取しうるが， W金融資本論」でヒノレプァディングが上述の戦争反

対諸要因によって戦争勃発を阻止しうると考えていたということはできなし、。

彼はむしろ，それらが戦争勃発の期日を延ばすにすぎず，金融資本の政策が

戦争に発展する「必然性Jをもつことを確信していた。とはし、え戦争反対諸

要因にかんするヒノレファディングの見解が，情勢の変化に応じて「現実的平

和主義」論へと結びついていく性格を一面ではもっていたことも否定できな

いだろう。

以上，われわれは「現実的平和主義」論の角度から『金融資本論」を照射

し，若干の問題点を別扶してみた。『金融資本論』の基調は，帝国主義戦争の

見とおしをのベ;自由貿易政策を自由競争再建をめざす反動化した理想、だと

きめつけ，帝国主義に社会主義を対置することであった。しかし上述の問題

点は，自由貿易を反動化した理想とするヒノレブァディングの見解の片隈に，

情勢の変化に応じて自由貿易政策をふたたび掲げる意義が生ずることを容認

する-，側面も残されていたことを示しているのである。この点で，われわれ

は，1[金融資本論j第 5篇とそれ以後のヒノレファディングの帝国主義認識とを

理論的にまったく断絶じたものだとみなすことはできなし、。むしろ『金融資

本論』以後，前述の問題点がヒノレブァディングの思考のなかにしだいに大き

な位置を占めるようになり，ついには自由貿易政策を掲げる意義を否定した
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「金融資本論』の結論部分の変更に結びついたと考えられるのである。これ

について第一次大戦中におけるヒノレファディングの自由貿易政策にそくして

のベておこう。

ヒノレファディ γグが帝国主義にたいするプロレタリアートの政策としては

じめて積極的に自由貿易を掲げたのは，第一次大戦中のことであった。当時，

国家権力の異常な強化がもたらされる一方で，国際社会主義運動は分裂状態

におちいっていた。こうした予期せざる事態が生ずるなかで，ヒノレブァディ

ングは帝国主義に社会主義を一般的に対置するのではあまり効果がないと考

え，帝国主義にたいしてプロ Vタリアートの具体的な政策を掲げるべきだと

主張した。そしてごの具体的政策のひとつとして自由貿易を唱え，さらに自

由貿易政策の延長線上に一一「組織された資本主義」の一環として一一超帝

国主義の可能性に言及したので、ある口このへんの事情についてはすでに別稿

で詳しく検討したので，結論だけのべておくと，ヒノレファディングは①帝国

主義戦争の協力者と一線を画すプロレタリアート独自の通商政策②労働者の

物質生活の切実な要求だという理由から，自由貿易政策を掲げた。そのさい

彼は，こ十の自由貿易政策を正当化するためにつぎのlような論拠をあげている。

①帝国主義がひとつの通商政策であるならば，プロレタリアートはそれに別

の通商政策を対置することができるO ②保護関税が帝国主義的国際対立の根

源をなすのであり，したがって自由貿易の実現がその根を絶つ重要な手段と

なる。③「すべての発達した資本主義的産業にとって，今日，経済領域は世

界市場でありJ，自由貿易こそが適切に統一的世界市場を形成するのである O

さらに超帝国主義の可能性について，ヒノレファディングは，カウツキーの

超帝国主義論とは異なり，超帝国主義が①プ戸、レタリアートが戦後に社会主

義を実現しえなかった場合に到来し，ー②金融資本によって自発的に採用さhれ

るというより，むしろ帝国主義に反対する諸傾向，とくに戦後に政治的影響

力の増大したプロレタリアートに強要された形で出現するとのべていた。

ヒノレファディングがここで、あげた自由貿易政策と超帝国主義にかんする論

拠は， r金融資本論』における彼の①「帝国主義=政策」規定②保護関税を主
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軸とする視角と「自由貿易=合理的国際分業」論③「戦争反対傾向」論に直

接結びついている O したがってわれわれは，第一次大戦中のヒノレフ 7 ディン

グの自由貿易政策論や超帝国主義論が『金融資本論』における彼の帝国主義

認識と理論的に断絶したものだと考えることができなし、。むしろ『金融資本

論』に存在していた彼の「帝国主義」論のー側面が意図的に大きく取りあげ

られて，自由貿易政策を掲げる積極的な論拠にされていたように感じられる

のである。その後に彼が唱えた「現実的平和主義」論は，われわれにこのこ

とをいっそう確信させることになる。

この「現実的平和主義」論は，すでに1920年代初頭，戦後処理問題をめぐ

って聞かれた国際会議を論評するなかで， 1原型に近い形をあたえられていた。

この論評のなかで，ヒノレファディングは，当時の国際情勢の具体的な分析，

とくに戦勝固たる英米仏の対外政策形成の具体的な条件の分析にもとづいて，

世界平和体制の確立の現実的可能性を探るといった方法を採りいれている O

1922年の彼の論文「世界政策，賠償問題そしてジェノワ会議」は， 1924年の

論文「現実的平和主義」と酷似した構造をもっている O またこの時期ヒノレブ

ァディングは，資本主義が戦争を「必然化」し，戦争の根本的解消は社会主

義を実現するよりほかはないというこれまでの彼の見解を放棄し，社会主義

と平和の実現を同時に追求すべきだという考えをもちはじめたのである。

「現実的平和主義」論のこのような形成史をみると，それが「金融資本論』

におけるヒノレブァディングの「帝国主義=経済政策J論の，情勢変化に応じ

た発展なり修正なりを意味するものとして生み出されたといえないだろうか

?結論を先取りしていえば， ヒノレファディングの「現実的平和主義」論は，

『金融資本論』における保護関税論や資本輸出論一一資本輸出論については

触れるところが少いとはし、え一一放棄したり，根本的に変更したものだとは

b 、し、がたい。むしろおもに第 5篇第25章の「プロレタリアートと帝国主義」

を大幅に修正したものだろう。ヒノレファディングは， この変更を， とくに

「帝国主義=政策」規定を「厳密化」することによっておこなっている。し

たがって，われわれは「現実的平和主義」論の具体的な検討にはし、るまえに，
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これについて少したちいってのべておく必要があるだろう。

『金融資本論』においては，金融資本の拡張政策は同時に国家の政策をも

意味しており，両者は密接不可分なものであった。というのは，金融資本に

おいて経済的権力と政治的権力が統一されており，それに加えてプロレタリ

アートを除いた諸階級が金融資本の拡張政策を支持するメカニズムが働いて

いたからである。

それにたいして「現実的平和主義」論では，まず両者を分離することから

はじめられるのである。ヒノレファディングは，帝国主義が金融資本の拡張政

策にもとづく巨大国家の暴力主義的膨張政策ないしは努力であると規定して

いる。そして帝国主義は，金融資本の拡張政策が国家の政策に現実化するよ

うな歴史的条件下で生ずるとのべている。

「……帝国主義の経済政策は金融資本の経済政策にほかならないと定義 (de-

finieren)しうるのである。…ーしかし金融資本の拡張政策は，一定の歴史的諸

関係のもとでのみ，その帝国主義的形態を受けとりえた。」

ヒノレブァディングはいわゆる相対的安定期においても，1非常に強い帝国主

義傾向Jが存在していて，それが新だなιる戦争への危険性をたえず生み出し

ているということを，一方では強調している O しかし彼は他方では，戦後に

つぎのような国際情勢の変化が生じたと指摘したので、ある。

①英米のアングロサクソン世界のヘゲモニーが国際的に確立し，両国を中

心に諸列強による世界市場の共同確保と共同利用の傾向が一時的に生じた。

②民主国家の形成(政治的民主主義の実現)によって，労働者階級が国家

の政策決定に関与する機会があたえられた。

③植民地諸国民の民族独立運動が興っている。この運動は暴力に結びつけ

ば世界平和をみだす要因となりうるが，他方で、新たな世界戦争が植民地体制

の崩壊にみちびくという危供をも生み出している O

このような戦後における国際情勢の変化から，ヒノレファディングは，帝国

主義の経済的可能性が政治的現実性に転化する必然性がなくなったとのべる

のである。そして政策についてつぎのような興味深い発言をおこなっている。
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「資本主義的政策の分析において……二つの点で幾まりがなされている……第

に 動態約に，そのたえざる変化のなかでみ

ない鎖的jによって。このようにして一定の発燦段階にあ

の本質に腐する不変の法射とみなす誤iりがあゴをつに安易になされている。議事ニ

に，さしあたり資本家階級ないしはそのう支配グノル〕プの傾向にすぎない資本主連表

的緩済法烈ならびに務傾向がまったく政治的現実伎に置換される必然殺がないと

いうことがあ変りに容易に看過されている。j

こじで、じ/レブァラヂィ'./グは，金融資本の拡張政策にもとづいた戦

前の帝国主義的欝張致策が戦後も不変、につらぬくとみてはな与ないこと，帝

国主義の経済的可能性がいつも政治的現実性に転化する必然性がないことを

強講じているのであるひつづいてビルブヅディングは，政策形成の複雑さな

つぎのようにのべている。

をぬっ

々 った環境の る。それは封建社会の間際

る うえにた

イコ る。また，絶対主義， 同 γアのツアーザズム，近代

もとで，おまけにソビエト共和匿のもとでも発展する。した

がって資本主義の経済法剤と傾向すと純粋に切らかにすることが理論分析にと

って必要だとすれば，他方e'，政策論の展開は，経済と政治の現実的統一段}

係を考慮してなされなければならないのである。

総においてヒノレブァディンダは，こうした政策論の絞

ら，政治と経済の具体的な分析をなし，世界の平和体?総会芳成するうえ

での現実員守護盤を追求している。そして@統…的経茨領域の形成，を関的と L〆

た笥由貿易政策とヨ… P 0/バ合衆国のスローガン②間際連盟の氏主化と軍縮

政策~具体的な行動綱領として掲げたといえよう O

1) R. Hiferding， Probleme der Zeit， in : Die Gese!lschaft， 1. ]g.， Bd.l， 1'924， 

SS. 13~14 ‘ 

おK.Kautzky，Zwei SchrHten zum Umlernen， In.: Die Neqe Zeit， 33.Jg.， Bd. 2， 

1915， S. 111.波多野英訳『晴子盟主義論，]jj誠元文庫， 48ペ{ジ。ただし訳文は必

ずしも波多野訳?としたがっていない。

3) R. Hilferding， Det Bnlkankrieg l1nd die Grosmaebt， in:ひた災号ueZeit，31. 
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Jg.， Bd 1， 1912/13， S. 77 

4) R. Hilferding， Das Finanzkapital， 1910， Eingeleitedvon Eduard Marz， Eu-

ropaische Verlagsanstalt， 1973， Bd. 2， S. 421，林要訳「金融資本論』国民文庫

(2)229ベージ。

日 OttoBal1er， Die Nationalitatenfrage und die So問。ldemokratie，in 

Werkausgahe， Bd. 1， Europaverlag， SS. 234~236. 

6') R. Hilferding， Das Fina抑制〆talBd. 2， S. 501 林訳(2)333ベージ。

7) K. Kautzky， Der imperialistischeKrieg， in: Die Neue Zeit， 35. Jg.，Bd. 1， 

1916/17， SS. 484~485. 波多野訳〔註 2)111~l13ベージ。保住敏彦氏は，ヒル

ファディングのこの見解が後に超帝国主義論的に理解され，超帝国主義論の論拠

となっていったと指摘している(入江節次郎・星野中編「帝国主義研究日一一帝I

国主義の古典的学説一一J御茶の水書房， 1977， 279~296ベージ〉。

8) R. Hilferding， DasFinanzkapital， Bd. 2， SS. 452~453. 林訳(2)2Tl~2了2ベー

ジ。

9) 拙稿:j1第一次大戦とヒノレファディングの帝国主義論J(北大・経済学研究26(3)1976

• 8)の班と Nを参照。

10) 田中泉明氏は， ヒノレファディングの自由貿易政策論が『金融資本論』とは異質な

視角 経済諸関係の国際化を木来の方向とみなす「世界化論的資本主義発展論」

ーにもとづいていると，私見と異なる解釈を示している(1第一次大戦中のヒノレ

ファデイングの帝国主義論一一通商政策論を中心に一一」経済学雑誌77(2)，1977， 

8)。

11') R. Hilferding， Die Weltpolitik， das Reparationsprohlem und die Konferenz 

von Genu8， Schmollers .Jh. f. Gesetzgehung， Verwaltung v. Volhwirtschaft 

in Deutschen Reich， 46. Jg." 1922. 

12) R. Hilferding， Die Eigengesetzlichkeit d匂 kapitalistischenEntwicklung.. Ka 

pital und Kapitalismus， hrsg. v. Bernhald Harms， Bd.. L 1931， S. 34. tH: 

訳「ヒノレファディング「資本主義発展の固有の法則性JJ(北大・経済学研究28(3)

1978・8)268ベージ。

13) R. Hilferding， Krieg， Ahrustung uncl Milizsystem一一DreiBeitrage zum Abriiー

stungsprohlem， in: Die Gesellschaft， 3. .Jg.， Bd. 2， 1926， SS. 388~389. 

2. 1われわれは，戦争によって政治的にパノレカン化されたこのヨーロッパにおいて，

今日，資本主義諸国の政策にまってこの政治的ノミノレカン化になお経済的ノ〈ルカジ

化がつけ加えられるのを体験してL、る。そして現在の日々に成長しつつある保護

主義のなかにふたたび民族諸国の闘争にもとづくところの台い災禍が発生するの

をみる。われわれは，経済的保護主義から軍事的保護主義が，軍事的保護主義か
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ら戦争が発生することを知っている。だからこそわれわれは，この新しい保護関

税運動，独占運動のなかに非常な危険をかいまみるのである… ..J

1925年の社会主義労働インターナショナノレ (SA1)マノレセイユ大会での

報告において， ヒノレファディングは，このように戦後ヨーロッパにおける強

い保護主義傾向の存在を認め，それを政治的経済的パノレカン化と特徴づけ，

それが新たな戦争への危険に結び、つく帝国主義的諸傾向を生み出していると

指摘している。戦後に独立した中欧・東欧の諸小国は，輸出入の許可制，貿

易禁止，高率保護関税政策など，極端なまで保護主義傾向を強めた(ヒノレフ

ァディングは， 1923年の SAIハンブルク大会での報告において，この点，強

い危倶を表明した〉。フラ γス，イタリア，ベノレギー，オランダなどでも種々

の保護主義政策がとられた。これまで自由貿易国であったイギリスも， 1915 

年のマッケンナ関税を皮切りに保護関税制度に歩みよりを示した。また戦

後の世界経済にj台頭したアメリカもフォードニー・マッカンバ関税を導入し

て，比類をみない関税引き上げを敢行したので、ある O かかる国際的な保護主

義傾向は，資本主義世界からのソ連の離脱，戦前の古い国際分業体系，通商関

係の破壊といった状況のなかで，世界市場のいっそうの狭自主化をもたらした。

コミシテノレンは戦後資本主義のこうした国際関係に資本主義の没落傾向を読

みとった。一方， SA 1は，戦後ヨーロッパ経済を再建する立場から，国際

保護主義の風潮などによる世界貿易上の障害を除去することを焦眉の課題と

した。 SAIの代表的理論家のひとりであるヒノレプァディングは，国際的な

保護主義傾向を批判し， S PDの国際政策として，統一的経済領域の形成を

目標とした自由貿易政策とヨーロッパ合衆国のスローガンを唱えたので、ある。

1924年から1925年にかけて，一般的保護関税制度の再導入か否かをめぐっ

て， ドイツで貿易政策上の論議が生じた。ヒノレファディングは， S PDの議

会闘争を指導する立場からこの時期に保護関税(自由貿易〉問題を集中的に

論じた。以下では，かかるドイツ貿易政策上の論議におけるヒノレファディン

グの所論を検討したし、。まず，事実経過を簡単におさえておこう。
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穀物詩税は，第一次大i畿の数発時ι 戦時の食緩緩徐などの問的から，一連の

法的措震によって係言及されていった。それいらいifェノレサイ品条約におけるドイ

ツの通商尚三主権の鋭緩や戦後の食糧不足による幾多震の好調などの理浅から，その

をまずっと放置されて羊た。二業認税が稜々の制限を受けつつも機能しつづけた

のにたいして，幾多走路税はほとんど徹底状態に為った。

ところが1923年，マノレタの安定化と時を悶じくして生じた幾認を不況は，会溺農

業間際と国家人民党を主たる担いそヂとする幾多露関税得議事入の婆求運動会話ま起した。

そし，て1925'彬1月10尽きと期してドイツが滋害警告主権セ回復することが切らかにな

った。こうし，tc.状況のなかでドイツ政府による関税援案がき 21l主にわたってE窓会

に1:程された。

第一関協は1924総s月 これは密会で爽質審議さ旨へないまま，

SP ひなどの稜々の反対勢力によって流産さFせられた。

第二問自は， 1925王手5}ヲの小関税法案くKleineZol1tarif =Novelle) -1902年の

ど品ーロ一関税への復織といわれたーである。今還をは，その後に主主じた政治的カ

関係の変化ひレター口布重要プ口ツク政府の成立， 1925年ヰ月の大統領選者詳におけ

るヒンデ γブノレクの勝利，農業主と工業の向鐙の復活など〉によって，小関税法然

し 1925年10月i沼をもって発効することになったので、ある。

:hrアツキ…あての被の手紙によれば，この時期じんアァディングは 8時

期労働問やドーズ業をめぐる闘争とならんで，保諮問税反対観争E会開会内で

繰り広げ，多忙をきわめていたようである O 彼は，保護関税反対論を，

関税と工業関税に分けて論じ，さらに双-]:1"，パ合衆隣構想、に苦言及している。

われわれば，まず、彼の農業関税反対論から紹介しよう O

(1) ヒノレブァディングは，工業関税にたいする農業関税の独滋な性格として，

幾業関税の導入が比較的容易なのにくらべて，その徽廃がき・わめて顔襲撃であ

る点宏指摘しているのというのは，農業関税の引雪上ぜは重量産物価格と地代

もたらし，その結果として資本還元された地代たる地舗のよ芥をも

たらす。この上昇した池慨はすべての農家に利益をあたえ，土地の売関過程

でしだいに既得権化する。 またこの地価にもとづき不動産信用が生まれる。

したがっていったん導スされた農業関税の撤廃は，全農業関保者~の利益を害

し..:そのうえ不動産信用を動揺させるから，きわめて困難になるのであるc

ヒノレブァディングによれば，戦争いらいの決議関税の停止からJ新しい経
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済状認にわれわれの経済政策を題合させるj絶好の機会が生じた。ところが，

訴から農業恐慌が生じ，これを理由にして農業関税再導入の要求が高まり，

重要な政治間関に発展したのである。この農業関税再導入の要求にたいする

反対理由を，ヒルファディングはまず，戦後藤業恐穫の性格を明らかにする

ところからのべているc

ヒノレファディ よれば，戦後世界農業恐髄は，世界経済恐機，インブ

レおよび為替相場の激動などによる購実力の…時的低下から生じた。政治的

え取りもどせばふたたび、好祝が展望され，農産物需要も拡大すること

こまれる。とくにドイツ る戦後農業恐慌はっき、の理由から一時的

である。つまり 1923年のすルタ安定措援によって農業における租税負担ーがふ

たたび~び、しく作用し，加えて担税積立金の不用意と信用飢餓{から，農産物

の投売り競争が生じ， ドイツの農産物価格が世界市場縮格以下に沈んだ。か

カミる ら農産物価格と工業製品藷格のあいだのいわゆるシェーレ現象が

生じている。ドイツのような穀物輸入依存関にとって思舟穀物館格が長裁に

わたり世界市場側格以下にあるのは不可能だから，かかる現象は一時的で、あ

るO 外調からの穀物輸入が激滅している状況のなかで〔とくに口シブ本命，

東南波一世 y パの農業革命によって〉‘安定後における資本主義の紫気回議と

強力な紫上げ攻勢がはじまるにつれ，農業の活読がふたたび見こまれるだろ

う。と，このようにヒルブプディングはのベ，

ぎ、のよラな反対理由をえミしているc

、してつ

第一に， ドイツ農業の斡来問題である。とノレブプディングは，関税による

くとも特殊に繁栄し高震に発逮したデンマ…グの集約農業があると

して，これをドイツ幾業の将来的発展の手本にすべきだと議案している。彼

れば，農業経済の自然な発展は，人口増加，生活水織の舟上，交通輸送

議関の発逮iにつれて，生産の単純化と特殊北への傾向をもっG したがって世

界経済内分業における立地条件を渡しく考慮して 2 輪作への転換，商品作物

《エンジン，ジャガイそなどの野菜耕{乍)，輸入飼料を科用

の発達令中心と と る合
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理化ーーが， ドイツ農業の将来に望まれる O ところがそれにたいして穀物関

税の導入は{酪農や中小農所有を犠牲にした(ヒノレブァディングは中小農保

護の立場にたつ)，穀物耕作を専業とする大土地所有の温室的保護を意味し，

農業の特殊化や集約化など生産性向上運動を阻害するのである。〉

第二に，穀物関税の再導入は，社会政策上有害な作用をなす。ヒノレファデ

ィングは，ライヒ統計局の試算にもとづき，穀物関税が地主の増収のために

消費者に「逆進的に作用する租税」を課すことを意味すると指摘している。

これはドイツ労働者層の大部分の賃金が肉体的最低限を低迷している現状で

は;ドイツの社会政策全体の「最悪の暗殺計画」を意味する O

第三に，工業に作用する生産政策上の害悪である。これは三つの点におい

てである。①穀物関税の再導入は，大衆の購買力を工業から奪い農業に移

す。②工業生産諸費の上昇によって世界市場でのドイツ工業の競争力を減退

させる O ③労働者全体の生活水準を押し下げることによって労働力の質を低

下させ，とくに未熟練労働者から熟練労働者への移行を妨げる。工業の生産

費上昇は，結局，価格転嫁によって完成品産業および輸出産業に徽寄せされ

るが，これらの産業は熟練労働者層に強く依存するから，この点でも打撃を

受けるのである O 農業関税再導入の工業への悪影響は，不況からの工業の回

復を遅らせ，ひいては農業不況を長びかせる。

このように①ドイツ農業の将来②社会政策上の有害な作用③工業への悪影

響などの理由から，ヒノレファディ γグはつぎのごとく結論している。

「農業関税の再導入は， i農業の現下の不利な状況ーーその原因はとくに一時的

かつ関税政策によっては直接影響を受けない事情にあるーによっても，国民経

済の発展の長期的利害によっても是認されないように思われる。」

(2) つぎにヒノレブァディングの工業関税反対論の紹介に移りたい。ヒノレフ

ァディングは，農業関税と工業関税が密接不可分な関係にあるとのべている。

というのは，1農業関税が招く生産費上昇の代償として，外国の競争にたいす

る工業保護の要求が現われるからである。また政治!的には，農業と工業の利

害関係者の協力は，保護関税反対論の克服を可能にするからである。」工業が
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農業関税を支持するとすれば，それが工業関税引き上げの引金になるからで

ある。この場合，カノレテノレ保護関税の性格からいって，工業は農業用生産手

段'の価格引き上げによって代償以上のものを引き出す。かくてヒルファディ

ングは『金融資本論』を参考文献にあげつつカノレテノレ保護関税を説明し，そ

しておもにこつの理由から工業関税反対論を展開するのである O

第一に，産業合理化運動との関係からである O この点，ヒノレブァディング

は，イギリスが恰好の見本になっていると，つぎのようにのべている。

「いかに農業生産の集約化と増加が成就されたかは，テ‘ンマークの例が示して

いる。いかに保護関税の負担なくしてごくささいな犠牲と非常に大きな国民経済

上の影響をともないつつ，自由貿易下で工業の組織化が成就されたかは，イギリ
28) 

スの例が示している。」

ヒノレブァディ γグは，戦前のイギリスにおける集積運動，カノレテノレ・トラ

スト化の状祝がドイツやアメリカの水準にいたらなかった大きな理由のひと

つとして，保護関税の欠如をあげている。が，戦後のイギリスにおいて，結〆

局「自由貿易は産業の組織化を妨げなかった。自由貿易は組織化の目標を生

産制限や価格引き上げによってではなく，なによりも生産諸費の引き下げと

商業上の失費を節約することによってつらぬかせた。保護関税ととりわけ千

ンプレ封鎖が温室的に発展させたドイツのカルテノレ形成よりも高次に，イギ

リスの集積の諸形態は技術的組織的進歩を促がしたのである。」

このようにヒノレブァディングは，保護関税がカノレテノレ形成の促進要因とな

る一方で，技術的後進性を保存させる有害な作用をもっといった一一『金融

資本論』では見られなかった一一考えを明らかにしている。彼によれば，保護

関税が促成する温室的なカノレテノレ化は，技術的にもっともたち遅れた経営も

残存させるような価格計算を許容する。ドイツ産業全体の平均は技術的に後

進的であり，産業が低賃金と労働時間延長で国際競争力をもとうと企てるな

らば，それば不幸である。というのは，短労働時聞は技術進歩を強要じ一一

ヒノレファディングは 8時間労働日問題を意識してのべている一一，高賃金は

購買力ある園内市場を形成するからである。かくしてヒノレブァディングは，



1.::ノレフアデイングの

ドイツの技術的後進性が保護関税によって

いと考え，つぎ、のようにのべたのである。

議与) 上条 237 (1027) 

れるならば有害きわまりな

「イ4'"リス産業の大進歩はそれゆえ，社会的反動でありさ主主主主旨高fJlliiこし，

の障室撃を必ずところの保護関税綴度への移行にTよいするひとつの警警告である

こうしてヒノレファディングは， ドイツ経済の生産力上昇の綴点から事

調税の引き上げに反対した。というのは，敗戦顛ドイツは過重な賠償負訟を

かかえており，生活水準念切り下げることなく生産性の上昇と輸出の拡大に

よってそれを処理できるか否かが懇索開題となっているからである。アメ p

カでは，完全融合をなすトラストがその内部で生産諸費用の合理的関撃をお

こなっている〈ヒノレブァデヰングは独占が腐桁を生み出すーという観点をもた

ず，カルテルよりもトラストが生産力的に合理的な組犠穆熊だと考えてい

る〕。自由貿易関イギリスでは，外隠の競争がきびしく作用するゆえに，技術

的に最大効率をあげている経営を器準に費用計算がおこなわれている O それ

なのにドイツでは，カルテノレの不合支援な生産政築が存在しているo

「われわれが今日ドイツで必重さとしているのは，タト嗣からの自由競争の滋|氏で、

ある。そのことによってのみわれわれは， ドイツの企業家に合理的に主主主主し，全

技術的組織的に必要な経営の転換にえ苦手し，そして工芸雲のさらなる発途にとって

危険ななすツンアト的カノレデル政策を排除することを強襲するだろう。J

かくてとノレブァディ γグは 3 賠償問題と合理化運動との関連で自由貿易政

策を提唱するのである。そのさい，披は加工産業主導型のドイツ経済発展の

拝来像を描いていた。彼によれば敗戦罷ドイツが領土諦畿を強いられ，震~

基線の多くを失ったあとでは，議官蓄な熟練労働力だけが残されており，この

熟練労働力に依拠する加工産業にドイツ経済全体が転換することを余儀なく

されているo したがってこの加工産業のあらゆる弾害念除去せねばならない

が，新関税法策法議工業の儲格引きょげによってとの加工産業の生産費上昇

すなわら爵際競争力の低下をもたらすのである。ごの点からも工業関税の引

き上げは盟止されねばならない。
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1 ::/グは現実的平和主義との関連で、工業調税反対論

を唱えている O

「……近代保護関税政策の闘際的な諸作燃は主主要な意味なもつ。カノレテノレダン

ザングは国際競争の5異常な尖鋭化，つねに新たな対抗措置にみちび~，この対抗

議援はこれもまたとくに完成品℃淡につらく当たるのである。品ちる簡の保護欝税

制度は他の器禁閣の係議関税務1度を促進し高める。 役界市壌のできるだけ大きな

部分の彩鼠主義義的略取と独占化によって，この尖鋭化した競争を排除しようとい

う努力が生ずる。保護関税致策はこうして縁力的対立の危険こみ事び心したが

って自由貿あの保誌が現笑的平和主毅政策の本質的機成部分ななず。j

ヒノレブァディングは，ここであたかも帝爵主義の諸矛震の根源や世界戦や

の態調を保護ニ関税に帰しているかのようにみえる。他の館所でもヒノレブァデ

ィングは河趣旨の発震をおこなっている O われわれは，彼のここうした考えが

?金融資本論』における保護関税扱魚と「自由笈=合渡的国際分業J議に

深く根ぢしていることをすでに指摘しておし、た。後がし、わゆる「相対的安定

期Jにおける帝盟主義的諸様向の存夜を諮るとき，それは上述の見解にもと

づき当時の瀦欝保護主義傾舟を撚えた結果であったといえよう O

結言量的にいえば， ヒノヤブァディングは怨戦後経済再盤と

的平和主義政策のニつの観点から，工業関税反対論訟のベたof滋実的乎和主

論との能速でいえば，自由貿易政策は， ドイツの総済的安定と発展をも

たらすことによって園内の好戦的気分を霧散させ，守安盟主義的諮際対立さど解

消させる大きな投裂をはたすと考えられてし、たといえよう G

(の われわれは， 1924年から1925年にかけて展鴎されたドイツ貿易政策論

るヒソレブァダイングの月Jf論を差是諜隠税反対誌と工業関税筑対議に分

けて紹介してきたの 1920年代世界経済において強い保護主義的線向が存在す

るたかで，経務大国たるドイツの円般的保護関税制度への移行が他の語調め

いっそう拍車をかけるといった危供が生じた。そこでヒノレファ

ィングは，おもにむ戦後ドイツの経済再建(農業と産業の合理化)@現実

的平和主義政策の理由から反対議官ど藤吉脅したので、ある。そのさい彼は， ドイ

ツにおける説由貿易制度への移行を，他国にお吟る貿易制擦の撤廃，ひいて
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は統一的世界市場の形成の第一歩だと考えていた。かかる考えからヒルプア

ディングは，国際プロレタリアートにつぎのような任務を提出している。

「…・・社会主義プロレタリアートの任務は，全力をあげて保護主義と戦い，そ

して統一的芸界市場の経済的必然性が政治においても認識されるように配慮する

ことである。」

ヒノレファディングは，この場合，通商政策協定をとおしての漸次的な統一

的世界市場の形成をめざしていた。 SPDのハイデノレベノレク綱領(1925年)

は，1諸国民の自由な財貨交換および、経済的団結の実現のための，長期の貿易

協定による保護関税制度の廃止」としづ要求を掲げ、てい、る;ヒノレファディシ

グも，綱領のかかる要求と共通の認識にたっていた。彼は， 1927年の世界経

済会議が自由貿易的な内容を盛りこんだ決議をなしたとき，その不十分さを

指摘しつつもそれを積極的に評価したO このようにヒノレブァディングは，自

由貿易による統一的世界市場の形成を究極目標としたが，以下にのベるヨー

ロy パ合衆国構想はその前段階としてヨーロッパレベノレで、の統一的経済領域

の形成を目的として唱えられたといえる。

ドイツ労働組合総同盟 (ADGB)の理論家F・ナフタりは，自由貿易に

よる統一的世界市場の実現が遠い理想であり，現実主義的な自由貿易主義者

は具体的歴史条件を考慮して，ヨーロッパ関税連合の形成をさしあたってめ

ざさなければならないとのべている。ヒノレファディングもナフタリと同様の

考えにたっていた。

こうした考えから，ヒルファディングは， ドイツ政府の小関税法案にたい

して，rドイツの立場からのみでなく，我々が追求せねばならない理想の立場，

すなわちヨーロッパ経済領域のより強固な連合，ヨーロッパ関税連合の立場

からj も!批判したのである。

ヨーロ νパ関税連合については，当時，ブノレジョアジーの側から，クーデ

シホーフ・カレノレギーを先駆とする「中央ヨーロッパユ「汎ョーロ y パ」構想、

が掲げられた。コミンテノレンにおいては， Iヨーロッパ社会主義合衆国JIソ

同盟に連合じた調和ある労働者・農民のョーロ vバ」のスローガンが唱えら



240 (1030) 経 済や研究第28巻 務4号

れた。 SPDも「ヨーロッバ合衆院[Jの穆成をハイテツレベルク鱗叡のなかに

訴用したのである O

じ/レブァダイングはハイデノレベノレグ繍領報告 (1925年〉で， これについて

のようにのべている。アジア・プブ担カにおけるJ.Ri;旗解放混動の昂揚は 2

2 一口ッパの帝国主義的対外政策を限止しえない場合には，るらたなる政治

的危機の火床になる O 諸民族の対立・抗争のブルジョア的民族涼班にたし、し

て，員族漉帯のプ口レタヲア的態壊がョ -pγ パの救済となる。これとのI*J

沼ーロヅパ合衆臨 Fの形成が関われなければならな乙、。このヨ一口ッバ合

衆擦はアメリカ合衆殴と 1¥語絶したヨ一回ッパ経済領域な時成したり含イギリ

スやロシアを排除する手段として望まれるのではなし、o そうではなく，われ

われはお… P ッパ合衆践を経請の大問題，対外政策の大間贈を解決するため

に諌むの 。およそ枇界大戦の究極の原因はっさ、 あった。すな

わちとっくに的々のブノレジョアジーの手に負えなくなった巨大に成長した生

産カが経済的発展段階にもはや拐j忘しない!日来の民族的罷境にたし、して反乱

を起こしたということで、忘る。われわれはヨ…口ッパにおける間家持謹の解

決を望む。といのはわれわれは米関の語調民の成長過程にもちろんある

まで干渉し，監視しそして指導しなければならないからであるc この過程在

今日ふたたび，戦争技術の発達のもとで全ヨ…ロッパ文拐を没落にさらす破

局的好戦的な方法によって議行させないためにで、ある。J

このようにたルファダイングは，

と矛j蓄すると Lづ理由から，戦前への反翁きどこめて，統一的ヨ{ロッパ経済

領域の形成を提鳴している。彼は，とりわけアメリカの拾議，後進諸国の工

業化の蛍界的な趨勢のなかで地盤沈下してゆく笠{持ッパの経済再建を念頭

* においてこれたのベた。また双ーロッバの経済的統ーが犠民地鰭閣の共間管

理を可能にし"植民地領域をめぐる新しい戦争の危険を解消するといった，

後述の「民主主義的植民地政策jの緩点を示したので、ある。

ネ たとえば 3-Pッパ合衆鼠についてドイツ絞会民主主義室内では.W.S.グォイ

チ γスキーが.7メリカの拍煩と 一日ω ツパの地伎が



也ルファディングの「組織された資本主義」論(4) 上条 241 (1031) 

低下傾向にあることを指摘して，ロシアとイギリスを合めた広範囲の領域を対象

とするヨーロッパ合衆国の形成をl唱えた。〉それにたし、してF ・ナフタリは，ヴオ

イチンスキー構想、の非現実性を突き，大陸ヨーロツパに限定し，独仏の利害提携

を主事11にしたヨーロッパ合衆国の形成を主張Lたのである。

かかるヒノレファディングの「ヨーロッパ合衆国」論は，彼の自由貿易政策

論が自由競争の原理とかリベラリズムとかにもとづいたものではなく，むし

ろ国際経済の組織化をめざしていたことを示している O つまり彼の自由貿易

政策論は， r統一経済領域」論であり，一種の[組織され管理された自由貿易」

* 
論ともいうべきものであった。この点，もう少しのべておこう。

* したがって，非集積産業部門のブソレジョアジーの考えを代弁するものだとかひか

らびたリベラノレな大学教授連の発想だいミいったドイツ共産党 (KPD)の側か

らのヒノレファディング批判は，必ずしも正鵠を射ていなし、。むしろ後述するごと

く，ヒルファディングの自由貿易政策論の生産力主義的な側面を突くべきだった

と思われる。なお， ドイツ政府の小関税法案にかんする KPDの見解をつぎに示

しておこう。

KPDの理論家E・ノレードヴイツヒは，小関税法が，第一に，戦勝諸国によっ

てドイツが植民地化されている現状下で国際資本主義的協調政策を促進すること

を意味し第二に，ソ連の農産物の輸入を制限することによってソ連との通商条

約を締結することを困難にする東方に敵対的な商業政策を意味するとのべている。

「ド千ツの関税および外国貿易政策は，ソ連に対抗した安全保障協定にその表現

を見出すところのドイツ対外政策全体の補完物にすぎない。Jr共産党の指導下で

の工業関税と農業関税にたいするドイツ勤労者の闘争は，したがって同時に世界

帝国主義へのドイツの編入にたいする闘争ならびにソ連との連帯のための闘争で

ある。」

ノレードヴイツヒはこのように小関税法に反対するが，自由貿易を実現するため

にではなく，それを反世界帝国主義闘争とソ連との連請のための闘争に結びつけ

るので、ある。

いうまでもなくヒノレファディングの掲げ、た自由貿易政策とヨーロッパ合衆

閣のスローガンは，[組織された資本主義」における経済政策にほかならなし、。

たとえば穀.物関税反対論をのべたとき，ヒノレプァディングは組織化と自由貿

易の関係についてつぎのような見解を示している。すなわち，農業関税再導
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入に反対す~ことは，決じて諸力の自由な発現にまかせたり，国家の経済政

策をないがしろにすることにはならな¥"。むしろ，農産物の国内販売の組織

化を重要な課題とするのであり，その手段としては一一オットー・パウアー

* m 
が先駆的に論じた一一国家穀物ill'命入独占があげられる。ヒノレフ 7 ディングは

後に SPDの農業綱領(1927年〕において，この国家穀物輸入独占をプロレ

タリアートの重要な要求として掲げ、たので、ある O

* 1924年4月の論文「穀物関税か穀物輸入独占か字」において，オ y トー・パウア

ーは，第一次大戦後オーストリアの特殊事情を考慮しつつ3 穀物関税反対論を唱

え，さらに自由貿易も，それが諸力の自由な発現を意味するとL、った理由から退

けている(この点， ヒノレファデイングの自由貿易観と多少異なってL九、る〉。彼は，

~オーストリアの貿)Jjj依存型の性格から，他国の保護主義的対抗措置を誘発しない

エうな通商政策をもとめ，農産物販売を「組府れた社会自身の意識的調整に服

させ」る穀物輸入独占の要求を掲げたので、ある。その後1927年 2月23日の国会演

説において，オットー・パウアーは，政府の関税提案に反対したが，①他国の対

抗措霞を誘発しなし、②労働有2生活水準に悪影響を及ぼさない関税ならば許容す

るといった柔軟姿勢も示した。

つぎ、に国際的組織化についてみると 3 ヒノレブァディングば， r組織された資

本主義」の重要な特徴のひとつとして，国際カノレテノレ化の傾向に注目してい

る。そしてこの国際カルテル化との関連で，保護関税の新しい機能をも指摘

している。すなわち，①世界市場価格をこえる国内カノレテノレ価格形成②国内

カノレテノレ・トラスト形成の促進とならぶ保護関税の第三の機能として，国際

カノレテノレ形成を促進する作用を指摘しているのである o 1927年のキーノレ大会

での演説において，ヒノレファディングは， r通商政策(関税政策一一筆者〉は

・・消費財の価格上昇，消費者の収奪といった反動的側面と資本主義社会の

組織化傾向といった革命的側面の二側面をもっ」とさえのべている。とはい

え，彼にあっては保護関税はむろん容認しえなし、。というのは既述のごとく

下組織された資本主義」の時伏において生産力発展と国境との矛盾が生じて

おり，保護関税による世界市場の分断は，国際競争を激化し，とくに「国家

聞の無政府性」を現出させ，帝国主義的国際対立を生み出すからである。ヒ
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ノレファディングはかか右[国家間の無政府性ゴを克服し， r組織化の論理jを

国際的につらぬかせるために，統一ヨーロッパ経済領域の形成を提唱し，さ

らに超国家組織たる国際連盟による各国の政治的経済的主権の制限といった

要求を掲げ、た。そして現実的平和主義の経済的基盤を形成することを企図し

たのである。

(4) 以上，われわれは，ヒノレファディングの保護関税反対論を農業関税と

工業関税に分けて整理し，すすんで彼の「ヨーロッパ合衆国」論に言及した。

小括すると，ヒノレブァディンは， u金融資本論』における保護関税論が戦後も

依然として妥当することを認めつつ，戦後に労働者階級が国家“の扶策決定に

大きな影響力をもつようになーったと当、う考えか.0，.農業者組搬や重主業の:保

護関税政策にフ。ロレターリアートの自由貿易政策を積極的に対置ェじたといえよ

うO

そのさし、，概してヒノレブデディングは，自由貿易が生産力の発展をもっと

も効果的に促進するという認識を前提にして，自由貿易政策論を論じている。

すなわち保護関税が技術的に劣悪な条件の経営を温存させるカノレテノレ政策を

許容するとすれば，自由貿易は外国の競争の強圧下に生産費の引き下げにみ

ちびき，生産力発展を推進させるというのである。ヒノレファディングはまた，

自由貿易がもっとも合理的な国際分業の発展を保証すると L、う見解を示して

いた。彼はかかる見地にたち，戦後の経済再建における生産性向上の必要か

ら，自由貿易政策を唱えたのである O

われわれはむろん，自由貿易が各国独占資本間の競争関係を変えることに

よって，生産力発展を刺激する作用をもつことを否定するものではない。が，

あわせてその「破壊的」性格，資本主義の諸矛盾を保護関税におけるのとは

別の形態で世界的に現出させ，それはそれで階級的敵対関係を尖鋭化する作

用をもつことを無視しえなし、。この点で，r組織された資本主義Jを前提とす

るヒノレファディングの自由貿易政策論は，自由貿易をあまり:調和論的に描き

すぎているのではなかろうか?さらに彼の「自由貿易=合理的国際分業」論

は，つぎの点でも問題性をもっている。マノレクスは，1自由貿易問題について
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の演説J(1848年〉のなかで 3 自由貿易が調和的な国際分業を発生させるとい

った弁護論を批判して，自由貿易が他国を犠牲にして一国を富ませる性格を

もっとのべている。つまり自由貿易は，後発諸国のモノカノレチュア化をもた

らし，支配従属の国際的分業関係を造出するのであり，決して合理的な国際

的分業を保証するものではありえない。

ヒノレブァディングの「自由貿易=合理的国際分業」論は，結局，自由貿易

が実現されれば，世界市場と園内市場を区別する経済的意味がなくなるとい

った彼独自の f経済領域」論に根ざしている。われわれは，彼が国民経済と

世界経済の関係を的確に把握していなかったと指摘することができる。資本

主義的国民経済は一般的には国家の形態に総括されたブノレジョア社会であり，

自律的な社会的再生産構造をもっている。それは，種々に異なる国民的労働

力編成・通貨・財政・政策・法体系をもった有機的統一体である O それにた

いして世界経済は，矛盾対立しあう諸国民経済の政治的経済的関係の総体で

あり，それじたいとして国民経済のような有機的構造をもつものではない。

国際的分業も種々の国内的分業のうえにたち，それとたえず、札牒矛盾を起こ

している上部構造である。ヒノレファディングの、「自由貿易=合理的国際分業」

論は，資本主義にとって ーとくに帝国主義段階において 国境がもっ意

味を軽視しており，これではたとえば現代の EC内部で、たえず生み出されて

いる各国民経済聞の矛盾札i際関係を説明しうるものではないだろう(彼の「ヨ

ーロッパ合衆国」論が現代のECのひとつの先駆的思想をなしたとはいえ〉。

さらにわれわれは， ヒノレファディングの自由貿易政策論が『金融資本論」

における保護関税論にもとづいているとはいえ，それにとどまるものであり，

かえってその保護関税視角の限界をさらけだしたという ζ とを指摘せねばな

らない。それは当時の独占資本・金融資本の国際的展開，資本輸出や帝国主

義的再分割闘争の具体的な分析を含んでいるとはいいがたい。むしろプロレ

タリアートの日常的利害からみた政策の具体化にその主眼がおかれていたと

いわなければならなし、。確かに当時のドイツは，戦勝国の位界体制(ヴェノレ

サイユ・ γーズ体制〉下に快悩じていたのであり，そこでは戦後の経済再建
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が焦眉の課題になっていた。戦後の経済再建と国際問題にかんするプロレタ

リアートの具体的な政策的対応も要求されていたのであり，この点でヒノレフ

ァディングの見解にみるべきメリットがなかったわけで、はなL、。しかしヒノレ

ファディングの通商政策論は，当時の独占資本・金融資本の国際的展開を正

確に洞察し，社会主義の観点からそれに鋭い批判をせまり，社会主義への過

渡的政策として打ち出されたとはし巾、がたし、。むしろそこには一種の生産力

主義ともいうべき観点が横たわっていたように思われるO われわれは前節で，

ヒノレファディングが経済民主主義の生産力的基盤を重視するあまり，客観的

には労資協調主義的な合理化運動の方針を提起したと指摘した。ヒルファデ

イングの通商政策論はやはり同じ生産力主義的傾向から，保護関税か否かで

の政策的対応の相違があるに Lろ， ドイツ工業製品にとっての世界市場の狭

陛化を打開し，帝国主義的復活をもくろんでいたドイツ独占資本・金融資本

の利害と一面で、は結び、っく政策をもっていたと考えられるのである O ヒノレフ

ァディング自身，とくに保護関税要求をかかげる重工業グループ。にたし、して，

多かれ少なかれ自由貿易主義的な加工業グノレープ(化学・電機工業を含む}

にくみする態度をとっていたようである。

14) R. Hilferding， Rede auf dem Zweiten Kongres der S. A. 1. in Marseille 22. 

bis 27. Augl1st 1925， in: Protokoll， S. 266. 

15) R. Hilferding， R巴deauf dem Internationalen Sozialistischen Aibeiferkongrcs 

in Hamburg vom 21目 bis25. Mai 1923. in: Protokoll.. S. 56. 

16) 楊井克己編「世界経済論』経済学大系 6.東大出版会， 1961，第3篇 1，2章を

参照。

17) コミンテノレソの世界経済論については，森呆r~相対的安定期」の分析視角(その

1)コミシテノレンの世界経済論J(1)(2)(3) (北大・経済学研究24(1)(2)(3)1974・3，

7， 9') ，;長野修「コミンテルンと世界経済論J(1)(2)， (3)の1と2(北大・経済学

研究24(4)27(1)(2)(3)，1974・12，1977・3，5， n を参照。

18) Dirk Stegmann， Deutsche Zoll-und Handelspolitik 1924/5-1929 unter beso-

吋 ererBeriicksiChfu時 agrar日 herund industrieller Iぱeres，号cn，in : Indllstrielles 

System llnd politische Entwickll1ng in der Weimarer Republik， hrsg. v. Hans 

Mommsen u. s. w.，Droste， 1974， SS. 499~513 横山幸永 r1920年代ドイツに

おける穀物関税J(2)(3)(4) (経済学季報25(2)26(2)27(3・4)1975・10，1976・11，



246 (1036) 経済学研究第28巻 第4号

1978・2)による。一

19) R. Hilferding an K. Kautzky， 30， 5. 1924 (Internationaal Instituut voor Sciale 

Geschiedenis， Amsterdam <IISG> KDXII 635) 

20) R. Hilferding， Handelspolitik llnd Agrarkrise， in: Die Gesellschaft， 1. Jg.， 

Bd. 1， 1924， SS. 113~114. 

21) a.a.0.，S.115f. 

22) R. Hilferding， Die Schicksalsstunde der delltschen Wirtschaftspolitik， Nach 

目I1emauf dem 2. AfAベユewerkschaftskongresin Miinchen (15目 bis 17. Jllni 

1925) gehalten Referat， J.H. W. Dietz Nachf. Berlin， S. 7 

23) R. Hilferding， (Anm. 20)SS. 124~ 126. 

24) R. Hilferding， (Anm. 22) SS. 15~16. 

25) a. a. 0.， S. 17 

26) R. Hilferding， (Anm. 20) S. 126. 

27) a. a: 0.， SS. 126~129. 

28) a. a. 0.， S. 129. 

29) R. Hilferding， Trust und Kartelle in England， in: Die Gesel!scbaft， 1. Jg.， 

Bd. 1， 1924， S. 305. 

30) Ebenda 

30 R. Hilferding， (Anm. 22) S. 19 

32) R. Hilferding， (Anm. 20) S. 129. 

33) R. Hilferding， (Anm. 15) S. 56 

34) W アーベントロート fドイツ社会民主党小史」広田司郎・ 1-'-1口和男訳， ミネノレ

ヴァ書房， 1969，付録， 190ベージ。

35) R. Hilferding， Handelspolitik am S.cheideweg， in : Magazin der Wïrt~chaft ， 

1930. Jg.， S. 686. 

36) . Fritz N1!phtali， Die Einigung Europas， in: Die Gesellschaft， 3. Jg.， Bd. 2， 

1926， SS. 338~339. 

37) R. Hilferding. (Anm. 22) S. 22. 

38) これについては， Reinhard Frommelt， Paneuropa oder Mitteleuropa， Deutsche 

Verlage-Anstalt， Stuttgart， 1977.が詳しい。

39) 森呆前掲論文(3)(註17)38~41 ベージを参照。

40) W. アーベントロート(註34)

41) R.Hilferding， Programmrede auf dem Heidelberger Parteitag， 1925， in: Pro-

tokolI.， SS. 281 ~282 目

42) Wladimir Woytinsky， Neue Weltwirtschaft-Neue Weltpolitik， in : Die Gesell-

schaft， 2. Jg.， Bd. 2， 1925， SS. 271~285~ 
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43) F. Naphtali， (Anm. 36) SS. 334~343. 

44) B.， R. Hilferding: H:;mdelspolitik und Agrarkrise， in: Die Internationale， 7 . 

.Tg.， Heft 10/11， 1924， S. 380 

45) E. Ludwig， Der neue Deutsche Zolltarif und die deutsche Zollpo¥itik， in : Die 

lriternationa¥e， 8. .Tg.， Heft. 6， 1925， S. 341. 

46) a. a. 0.， S. 342 f. 

47) R. Hilferding， (Anm. 20) SS. 126~ 127. 

48) Otto Bauer， Getreidezolle oder Getreideeinfuhrmonopol. in: Der Kampf， 17. 

]g.， 1924， SS. 121~126. 

49) Otto Bauer， Das Zollattentat auf die Vo¥kswirtschaft， Rede auf den Nationa-

¥rat am 23. Fehruar 1927， in: Werkausgahe Bd. 3， El1ropaverla胃， SS. 431-

445. 

50) R. Hilferding， (Anm. 12) S8. 31 ~32. 拙訳26ヰ~265ページ。

51) R. Hilferding; Die Aufgab巴nder Sozia¥demokratie (Rede auf dem Parteitag der 

SPD zu Kie1. 1927) in: Protokoll.， SS. 167~168. 

52) R. Hilferding， (Anm. 14) S. 261. 

53) a. a. 0.， SS. 262~266 

54) マル・ェン全集 4，大月書f苫; 470~471 ベージ。

55) 拙稿(註 9)mの(3)を参照。

56! 森呆「世界経済論と宇野理論J(北大・経済学研究28(1)1978・3)を参照。

3. 1924年のドーズ案導入を契機にして，戦後処理問題をめぐって不断の

動揺と混乱を重ねていた資本主義も，ょうやく「協力」と「平和」の体制を

確立し，安定と発展の局面にはいっていった。既述のごとく，ヒルファディ

ングはかかる平和体制の到来を予測しつつ，そのために積極的に働いたとい

つでよい。

こうした戦勝国の平和体制にたいしては，種々の評価がある O コミ γテル

ンの理論家たちは， r危機J論の観点から，この平和体制を一時的なものだと

みなしアメリカとイギリスの対立を軸心にすえて，新たな帝国主義戦争の

到来を予測し，1帝国主義戦争の内乱への転化」といったスローガンを打ち出

じた。したがって彼らは第一次大戦後の時期を戦間期だとみなじたのである。

それにたいして社会主義労働インターナショナノレ (SA1)のなかには，
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かかる戦勝国の平和体制に無条件の支持をあたえ協力する傾向が根強くあっ

た。左派をなすオーストロ・マルクス主義の代表的理論家オ y トー・バウア

ーは，このような彼の友人たちの態度を無節操だ、と批判し，戦勝国の平和体

制にたいして社会主義者と民主主義者の平和体制を対置すべきだと主張した

のである。 SAIの世界大会で二度にわたり戦争と平和の議題における主要

報告者として登壇したヒノレファディングは，パウアーとは若干異なり，戦勝

国の平和体制の形成の意義を積極的に評価し，それを民主的平和体制へと改

良Lつつ維持すべきだと L寸見解を唱えた。彼の見解は SAIのなかに大き

な影響力をもったといえよう。

ヒノレファディングはもはや新たな帝国主義戦争が到来する必然性を認めな

かったO 彼は平和政策の現実的基盤が形成されていると指摘し現実的平和

主義についてつぎのようにのべている。

「政治的民主主義の獲得とともに空想的平和主義の段階が終り，現実的平和主

義の時代がはじまってし、る。それは，もはや人間性や一般的理性，戦争の殺裁に

たし、する恐怖の感情に訴えるのではなく，われわれがプロレタリアートの増大し

つつある現実的な力のうえに，プロレタリアートのいっそうの反戦感情，労働運

動の政治的力のうえにさ私られているという理由からである。J(1925年のSA

Iマノレセイユ大会での報告〉

つまり，ヒノレブァディングにあって現実的平和主義とは理想、やヒューマニ

ズムに頼るのではなく，政治的民主主義の実現(民主国家の形成〉と戦後に

おけるプロレタリアートの政治的影響力の増加にささえられた平和主義を意

味している。また，加うるに，戦後の国際情勢において資本主義的拡張政策

の形態が変化し，諸列強による世界市場の共同利用の傾向が一時的に生じた

という事-実認識もその重要な基盤をなしていたといわねばならない。ヒノレフ

ァディングが「現実的平和主義」と L、う概念をはじめて使用したのは， 1922 

年の論文「世界政策，賠償問題，そしてジェノワ会議J(前掲〉においてであ

った。この論文では彼は，現実的平和主義がイギリスの平和主義的外交を意

味するとものべていたので、ある O 結論的にいえば，現実的平和主義とは，戦
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後に生じた資本主義諸国の国際協調体制を把えて，それをプロレタリアート

の政治的影響力によって恒久的で民主的な世界平和秩序に変える運動なり要

求なりを意味していたといえよう。

* ヒノレファテイングはこの論文で，現実的平和主義についてつぎのようにのべてい

る。「イギリスは戦後，現実的平和主義ともいうべき政策にいよいよ没頭した。そ

れはイデオロギー的平和主義からつぎの点で区別される。すなわちそれは依然と

して強権政策の側面を残しているが， これを無制限な主権をもっ諸国家の無拘束

な競争にまかせるのではなく，利益共同体の形成といった別の方法と別の手段で

つらぬかせる性格をもっている。J，と。

ヒノレファディ γ グの「現実的平和主義」論は，前述のごとく，金融資本の

政策と国家の政策に政策を二分する彼独自の「帝国主義=政策」規定にもと

づいている。つまり彼によれば，帝国主義とは金融資本の拡張政策に条件づ

けられた国家の暴力主義的膨張政策なのである O それは金融資本の政策が国

家の政策に転化する特定の歴史的局面にだけ発生するものであり，したがっ

て帝国主義の経済的可能性が必ずしも政治的現実性に転化する必然性はない

のである。こうした見地にたってヒノレファディングは，世界平和秩序の確立

をめざす国際プロレタリアートの政策として現実的平和主義を掲げたといえ

る。

ところで， ヒノレファディングは戦後においても帝国主義的諸傾向と戦争へ

の危険性が依然として存在することを認めており，たとえばこれについてつ

ぎのようにのべている。

「資本主義のなかにたえざる戦争諸傾向が存在し，かの強力な資本主義的諮独

占が敵としてむかいあい，世界分割をめぐってたがし、に闘争しているのは事実で

ある。わ『れわれは資本主義の力がとほうもなく増加したことを知っている。それ

とともに帝国主義の諸傾向が成長する……」

ヒノレブァディングは，このほかにもこれと同趣旨の発言をいくつかおこな

っている。より具体的なつぎのような指摘もある O すなわち戦前の古い紛争

機会にかわって，イギリス対アメリカ，イギリス対フランスといった新しい

より大きな紛争機会が生じている，と。しかしヒノレファディングは当時の資
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本輸出や世界分裂をど具体的に分析じておらず¥概し'¥7<Ir金融資本論』第 5

における畿の理論分析に依鎚しつつ，上述の発言なおこなっているように患

われるのである。彼の問題関心は，むしろこう

と戦争への危換にたいして，社会主義な実現する以外に世界平和の篠立が考

えられないのだろうか?と艶うことにあった。被はこの問答を戦後における

霞欝情勢の変化の分主汚から得Qのである。輪女「現実的平和主義JC1924年〉

において，とんブプディングは戦争の主要結果として

摘している。

もっとも滋歩的な勢カとしてアング口サクソン世界一一イギザ

スと合衆悶ーーのヘゲモエーの形成と磯良③政治的民主主義の完成化苦手民族慈識

の強化，これは新しい民族関芸誌の形成ならびにこれまでの被抑EE民族の民族解放

運動という形般において，Jたこれまでの民族務国家内での大衆の民族怒識が強

められる形?とおいてである。」

ヒルファダイングはこれらささつの基本的な事実認識にもとづいて第一次大

戦後の菌紫情勢を分析し，援の「現実的平和主幾j論をど渓閉してゆく。われ

われも，おおむねこのささつにそってヒルファディングの見解合紹介すること

にしよう。

(1) 第一次大戦畿の世界経済の頴著な事実として多アメリカの扮頭と滋ー

ロッパの地位低下がだれの尽にも明らかとなった。が，その意味するところ

の翠解は必ずしも一様ではなかった。コミンテノレンでは，アメリカによるヨ

{世ッパの椴民地fじがのべられたり，新たな戦争に結び、っく資本主義の危機

の構造分析の一輪心に英米対立がおかれたりした。それにたいしてヒルブア

ディングは1920年代初頭から英米活動共間体の錨顕彰強識しつつこ

住gしてきた。彼は，アメリカとヨ{戸ッバ安対立さ佼る見解には批判的で、多

アメジカも滋{開 γ パの文化闘に含め，アメザカとイギリスを対にしてアン

グ口サグソン世界とかア γグ戸サクソ γ閥J躍とか呼ぶ方を好んだのである。

してかかるアング担サクソン詞膿にプランスを対援さ吃る形で，戦勝悶痛

の構留を描きh世界浴場の共同確保と共伊j利用のための，戦勝図に之お国際義

利益共詩体の形成の条件を説明している。この国堅実科益共同詠について，ヒ
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ノレファデインク守は抽象的につぎのようにのべている。

資本主義経済はその利潤目的のために二つの手段を知っている。第ーに，

競争による弱し、敵の打倒であり，第二に，強者たちによる利益共同体の形成

である。産業の集積と銀行の集積がすすみ，産業と銀行の関係が緊密になれ

ばなるほど，競争戦が荒廃的に作用し，したがっていっそう協定がもとめら

れるのである。利潤上昇の目的は同じであっても，第二の方法が経済的で効

果的である。「アナロジーは国際政治にも当てはまる。」

ヒノレプァディングのこの見解は，既述のごとく『金融資本論』で萌芽的に

のべられており，またカウツキーの超帝国主義論中の一規定と酷似している。

注意すべきことに，ここでは超独占や国際カノレテノレが問題となっているので

はなく，対外政策上の協力や利害調整にもとづいた諸国家の国際協調体制が

取り扱われている。したがってここでは各国における政策決定の複雑なメカ

ニズム，諸階級の力関係や利害関係が大きな役割を演ずるのである O 諸国家

の国際利益共同体はそれゆえにもろく一時的な性格をもっでおり，ヒノレファ

ディングのようにこれを一国の独占形成とのアナロジーで説明するのは，い

ささか安易であるように思われる。それはさておき，ヒノレファディングは諸

国家の国際利益共同体の問題がその時々の具体的諸関係の分析を必要とする

とのベ，つぎのような分析基準をあげている。

①拡張傾向はまず園内の農業生産と工業生産の関係にかかっている。

②拡張傾向とその具体化の道は，産業・商業・金融資本が国民経済内で演

ずる役割にしたがって種々に相違する O

③経済的力と政治的力との関係，政治体制の相違がその時々の経済政策の

具体的形態を規定する O とくにそれじたいとして固有の法則性をもっ国家の

権力組織が対外政策の形成上大きな意味をもつのである。

このようにヒノレファディングは，①農業と工業の関係②産業・商業・金融

資本の関係③政治構造の相違にしたがって，理論的には同種の抽象において

表わされる資本主義L 政策的には種々の選択枝をーも』っとのべている O かか

る基準にしたがい，ヒノレファディングはさしあたって第一次大戦の戦勝国英
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米仏の対外形成上の具体的諸関係の分析にはいっている。

イギリスでは，農民階級と都市金利生活者層の勢力が弱く，これまで産業

資本が経済政策上無制限な支配権を享受してきた。その独自さは，イギリス

における産業と銀行の特殊な関係に由来する。イギリスの資本主義的産業は

小経営から自生的に発達したので、あり，イギリスの銀行資本はドイツのとは

異なり，産業の流通信用を媒介するにとどまった。銀行の主たる関心は，イ

ギリスの世界貿易，海運，国際金融の中心的地位から，世界にあった。しか

し産業と銀行のかかる関係，さらには自由貿易体制下にあるにもかかわらず，

イギリスでも独占が形成された。この独占のおもな特徴は，自由貿易による

外国の競争の強圧から，生産の合理化と技術的一貫経営にもとづく組織化に

* ょったことであった。そして保護関税の欠如は，世界市場の暴力的独占化で

はなく，世界市場の再建にイギリス産業の関心をむかわせるO また銀行，取

引所，海運業などもかつての世界経済におけるその中心的地位から，世界市

場，国際為替市場の再建と拡充を死活問題だと考える。それゆえイギリスの

対外政策の目標は，国際商業・通貨・信用取引の再建に全力をかたむけるこ

とにあり，賠償問題や連合諸国からの利子徴収は第二義的な意味しかもたな

い。加うるに，その植民地世界帝国の内部問題が対外政策の大きな規定要因

になっている O インドやエジプトで民族独立運動が生じ，暴力革命を呼びか

けるボリシェヴイズムの煽動はこれらの諸国におけるイギリスの地位を動揺

させている。イギリスは帝国内部での諸問題を解決するために休息と平和を

必要としている。かくしてヒノレファディングは，イギリスの対外政策が圏内

外の動揺をできるだけ回避するといった保守的性格をもっていると結論する O

* 1924年の論文「イギリスにおけるカルテノレとトラスト」において，ヒルファディ

ングはイギリスでの独占形成を比較的詳しく分析している。彼はイギリスにおけ

る大混合企業の形成の特徴として，完成品産業から原料部門への干渉と支配，す

なわち「上昇的結合生産」の傾向を指摘している。注目すべきことは彼はここで、

ピックファイブ、への銀行業の集中を説明したあと，iイギリスの銀行業における

この集中はひとつの質的変化をともなっている。諸銀行はしだいに古典的高イギ

リス預金銀行の性格を失い， ドイツ銀行型に近ずきはじめる」とのべている。概
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してヒルファディングは，生産性と合理性の観点からイギリスの独占形成に注目

したが， 1927年末のある演説では，その後の事実関係から，イギリス産業の停滞

と不況に言及せざるをえなかった。

アメリカは兵器廠として第一次大戦によって飛躍的に発展した。その貿易

・国際収支の黒字は莫大にふえつづけ，その結果世界最大の債務者から最大

の憤権者に転化した。アメリカは今日世界の金準備の半分以上も支配してい

るO しかし他方でアメリカは，生産能力の過剰と貨幣資本の過剰に悩んでお

り，ヨーロッパの購買力の低下はアメリカにとって大きな打撃を意味してい

る。それは，アメリカの農民と綿花栽培者の販路減少を意味する。また産業

にとっても，たとえ国民所得に占める輸出の割合が少くとも，つねに最高額

での販売を強要する資本主義的競争のメカニズムからいって，ヨーロッバへ

の輸出の減少は，景気動向と収益に多大な影響を及ぼすのである。農業利害

と産業資本の利害はしたがって，ヨーロッパ市場の再建にアメリカの関心を

むかわせる。加うるに銀行資本の利害も無視できない。戦後の債権者として

の地位に加えて，貿易収支の黒字による貨幣のたえざる流入から，オ芸大な貨

幣資本がアメリカに准積している。しかしそれらはアメリカ国内で利用のは

け口を見出せず，利子率も低く低迷しているのである。この傾向怯アメリカ

がヨーロッパに融資する傾向を決定的にし，かくて銀行資本の利害はヨーロ

ッパ市場の再建をもとめる産業資本と農民の利害に結びついたので、ある。戦

後，基軸通貨・国際金融市場の支配をめぐってアメリカとイギリスの銀行資

本聞の角逐が生じ，そのなかでドルの世界的地位が向上した。アメリカ連邦

準備銀行の指導部は，ヨーロッパが通貨体制再建用にもとめる金の多くを，

アメリカの通貨体制と経済的地位に不利にならないように気をくばりつつ融

通する。

フランスはその経済構成において小差是と都市金利生活者層が大きな比重を

占め，これらは統ーした直接的な政治への影響力をもたなかった。中流産業

が優勢なフランス産業も国家の保護主義に慣れ，主要関心を世界政策よりも

国内政策にむけていた。もっともエノレザス・ロートリンゲンの獲得は重工業

の発達をもたらしたのだが。
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フランスの対外政策に最大の影響方をもったのは金利生活者)授がら実幣な

していた大金融業者 Chautefinance)であった。それ

はボアンカレのブロッグナショナノレ (blocnational) もあった。

戦争拡フランスの経済と あたえた。 フ

ロレタロア化」ニ悶家財政の被度を防ぐために，ブランスはドイツと F ヅプか

らの容赦のない籍微微収を要求した。この賠償徴収の強権政策によってツラ

ソスは，役界平和tニ双一戸ヅパ市場の再建をど率向するイギリスとブメジカに

したのである。

しかしヲランスιはその経済の弱体化悩んだ。口シアは支払不能であうた

仁， ドイツ経済はポアンカ νの強権政策によって荒療させられた令そこマプ

ランスは茶米金融界に援助を乞わねばならな〈なり，

融力の優薬毒性をまざまぜとみ〆せつけられた。ブランの低?客と

は，農民j説小市民欝級と大金融業者との孝司議共同体を破砕した。ぞれとと

もにブ口ッグナシ 2 ナノレ政策からの総肉が可能になり，プランスも

の遣を歩みはじめるので立ちる G

ヒノレブァディングはこのように戦勝三欝の対外政策略成上の諮問係を分析

し，欧米資本主義諸列強が国際協調と世界平和の体棋に結集すると結論して

いる。この体制は，英米のアング口サグソン粍議共同体に，プランス怒らに

は阪本を加える形で形成されるc ヒルブァディングは， 1924年の時点では，

このような戦勝務開聞の隠I怒揚諮体棋の構簡を描いていたといえる。ところ

で，かかる国際協議体観のなかにドイツはどのような位置づけをあたえられ

たのだろうか ?1924年の時点では，ヒルブプディング法ドイツの対外政策上

の無力{とを指檎したが， コミンテノレンのように γイツに従属的帝国主義と L、

ではなし、。ロカノレノ条約の調印後ドイツの箆際連醸加入

られた1926年には，彼v:l:ドイツの積極的な悶際的役裂を

つぎのごとくのベはじめるc

「ド月イツ焚本主義が悶際資本支義的利益共肉体の形成のこの努力において主導

するようにみえるのはま々して偶然なことではない。というのは戦後のドイツは依
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然としての熱演の経済大関 (okol1omischenE目白rgiez詑ntren)のひとつだが武装解

除怒れておち，だからこそドイツの資本家階級は仰協の同胞以上に，

科書対立な強権政策的にではなく，伊a"Jiこ経務的利益共肉体の械によつ

づける必要毒性を強〈感ずるからである。J

したがってヒノレブァディングは，はじめ戦欝圏英米仏を中心に資本主義の

関際協議体鋭の成広を説明し，のちにこの体制のなかにドイツを含め，それ

に積極的な役割をあたえようとしたと考えることがで、きょう。 1927年末のあ

る演説において彼は，戦後の世界経済像句会①後発務霞の工業化φ経済の組畿

記事踊際{じというさつの特教によっておさえき ドイツが組織化と国欝{七の面

で鴎欧諸援:))ードし，国際政治において大設な投畿を演ずるようになった

とのべてし、る。

さて，ヒルブァディングは他方で，戦後の現実的諸額係から成:iLした資本

主義のかかる悶際協議体制が新たな戦争の可能性をまったく排徐ずるもので

はなく，それのみでは一時的性絡をもつことたまぬがれないと指摘すること

も怒れていなし、。磯かに戦争技術の発展により大衆と支配者のあいだで新た

な戦争の意味するところが経済的社会的破滅であるといった心理状態が誌が

り，世界平和体制がかなり強聞なものになってはいる。だが，資本主義の現

実はたえず帝鶴主義的関際対立銀向と新たな戦争への窓険性を生み出してい

* るので、あるα こうした考えからヒノレブァディングは，rわれわれはおそらく

一一経済的見地から見たならば一一一時的なものにすぎないだろ

われわれの政治的カを用いて真の平和を議成するために利用しなければなら

ない」とのべている;かくて設はブロレタリプ…トの現実的平和主義政策の

積様的意義を強調するので、ある。

* この点，ヒノレファダイングはつぎのようにのべているJそのさいわれわれは，資

本主義誌がたえず新たな戦争可能性主主造出するととをまったく忘れない一一そうで

ないとするならば，戦争の危険にk.~ 、する劉号告がおそらく必主導なくなるだろうム

とo

(2) 1.925年の SAI吋ワレセイ応大会での報告拡おいてじノレファディングは，

f資本主義は戦争でありま社会主義は平和で、ある./J(1907年の第二インター
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シュトワットガルト大会でのE.rfアンダーヴェノレドの結語〉というテーゼ

が戦後に妥当しなくなったとのべることからはじめている。戦前には確かに

戦争が不可避であり，プロレタリアートの戦術としては戦争勃発のさいにジ

ェネラノレストライキという一度かぎりの革命的行動が残されているように思

われた。しかし戦後の国際情勢は大きく変化した。すなわち閤際プロレタリ

アートの政治的力がはるかに大きくなり，また資本主義の政治的上部構造が

いちじるしく変化したのである。したがってプロレタリアートはJ戦争を終

駕させるために社会主義が現実化するまで、待つので、はなく，社会主義の実現

と平和の実現が階級闘争において等しく重要な契機であることを知ったー

われわれはこれらを同時に望み，同時に達成せねばならない。」

このようにヒルファディングは，社会主義と平a和の実現がそれぞれ階級闘

争の具体的な構成部分をなすにいたったとのべている。彼はさらに，前掲論

文「戦争，軍縮，民兵制度」において，両者が相互に前提しあうとものベて

いる。

「各国の社会主義政党は，権力を掌握したとぎに，外国の干渉と威嚇によって

妨げられることなく社会変革の仕事をすすめることができること，外国の敵対的

干渉にたいする防衛に全エネルギーをさかなくてもよいということに，非常に強

い関心をもっている。まさにこの観点から戦争ーの排除が労働者の政策の直接的な

関心の的となっている。社会主義がはじめてその経済的諸関係の変更によって，

対立と紛争の原因を完全に除去するということはあいカわらず真宗である。しか

しその任務をはたすために，社会主義は平和を要求するのである……」

『金融資本論Jは帝国主義戦争が「必然化」する論理を明らかにしており，

そこにおける反戦政策は帝国主義政策のいきつく崩壊の相続人にプロレタリ

アートをしたてるぐらいの意味しかもたなかった。それにたいして「現実的

平和主義」論は平和と社会主義の同時的実現をめざし，両者の相互関係を強

調している。ヒノレプァディング見解のこうした変化は，既述のごとく，なに

よりも戦後における政治的民主主義の拡大(政治的上部構造の変革)とプロ

レタリアートの政治的影響力の増大とし、う事実認識にもとづいている。第一

次大戦は西欧でホーエンツォレノレンとハプスブノレクの二つの王家の没落をも
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たらした。さらに1924年にはイギリスにおいてマクドナノレドを首班とする第

一次労働党内閣が成立し，プランスでは左翼連合のロリオ内閣が打ちたてら

れた。ヒノレブァディングはかかる事実関係に現実的平和主義に有利な情勢の

* 推移を読みとったので、ある。

* ヒノレファデイングの編集する SPD理論誌『ゲゼノレシャフトJ(Gesellschaft)に

は，第一次大戦が資本主義に国有な諸問題に起因するのでなく，軍事的君主命uの

植民地政策によって引き起こされたとL、う見解も掲載された(たとえばウ'ォルフ

ガ γグ・シュヴアノレツ「戦争・平和・資本主義J)。

ヒノレファディングの「政治的民主主義」論については既述したので(本稿

Iの 5)，ここではそれを繰り返さないことにする。ただ，民主主義がたんに

普通選挙権・出版・集会の自由のみでなく，官僚機構の独裁を制限し，軍隊

の市民への従属を保証する自治の要求も含む，とヒノレファディングが一応の

べていたことを指摘するにとどめたし、。ヒルファディングは，政治的民主主

義が対外政策の決定をもはや金融資本家の独壇場とするのではなく労働者階

級もその共同決定に参画する機会をあたえ，この共同決定のうえで労働者階

級の影響力がますます増加しているとのべている。すなわち帝国主義にたい

してプロレタリアートの反対諸傾向が成長し，労働者階級が「資本主義世界

の運命も共同決定する」というのである。かくしてヒノレファディングは，労

働者階級が各国政府の対外政策に影響をあたえたり，それを共同決定するこ

とにより，世界平和の体制を堅固なものにする政策目標を打ち出し，国際連

盟政策をつうじてそれを実現しようとした。彼によれば，r国際連盟政策は個

々の国家の合力にすぎ、ず¥民主主義と社会主義がその政策で克ちとる影響力

に国際連盟の運命がかかっている」。

コミンテノレンは，国際連盟が帝国主義戦勝国英仏によってもっとも容易に

敗戦国を掠奪するために設けられたとしづ見解を示した。ヒノレファディング

はそれと異なり，超国家組織によって各国の経済的政治的主権を制限して諸

国家の国際利益共同体を形成することを，国際連盟の究極の理想と解したの

である。一国のレベルでの「組織された資本主義」は，暴力主義的な世界の
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独占化傾向を生み，それがかえって「国家聞の無政府性」をもたらすりであ

る。それにた心して労働者階級の政治的影響力にもとづいて，間際連盟を利

用しつつ，世界の経済的政治的組織化を達成することが，現実的平和主義の

核心問題をなしている。むろんヒノレファディングは現実の国際連盟の不完全

さと限界性をよく知っていた。にもかかわらず「国際連盟だけが平和政策の

道具になりえ」るのであり，イギリス労働党政府と肩をならべてフランスの

左翼連合政府が国際連盟に登場したとき，国際連盟の漸次的な姿態変容が生

ずる。そしてドイツやアメリカの加盟によって国際連盟が普遍的な性格をも

つようになる o 1924年の時点におけるヒノレファディングのこの期待は，英仏

の政権交代を生み出したその後の事態によって裏切られた。しかしヒノレファ

ディングは，それによって国際連盟の価値が喪失したとみるのではなく，い

よいよ国際連盟の不完全さを払拭する必要性を痛感したので、あるo 1926年に

彼が掲げたスローガンは「国際連盟の民主化」であった。

さて，国際連盟へのかかる希望をいだきつつ， ヒノレプァデイングは具体的

問題として①集団安全保障②国際可法裁判所制度③軍縮政策を積極的に評価

した。彼はこれらを議題とする国際連盟会議の動きに注目し，とくに1924年

のジュネーヴ議定書 (GenferProtokoll)の意、義を高く評価した。

集団安全保障と国際司法裁判所制度の問題について，ヒノレファディングは，

個々の国の主権を制限し，それらから戦争宣言の権利を剥奪すべきだと主張

した。諸民族の敵対的闘争を生むブ、ノレジョア民族性原理に連帯'I~:にもとづく

プロレタリアートの民族性原理を対置すべきであり，国際連盟が後者の原理

を体現しなければならない。そのためには，無制限な拘束力をもち，いかな

る特権も例外も認めないような国際司法裁判所が国際連盟のもとに形成され

ねばならず，それが形成されーではじめて有効な安全保障体制が構築されるの

である。

ヒルファディングはさらに，安全保障，司法裁判，軍縮の三位一体におい

て，軍縮が要石をなすと指摘している。そのさい彼は， F・エジゲノレスいら

いの民兵制度の要求が第一次大戦中の諸経験から有効で、ないことが明らかに
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なうたとのべている。つまり，民兵制度への移行はかえって軍国主義イデオ

ロギを強化し，大衆のあいだに暴力主義的風潮を韮延させ，内戦への危険を

生み出す。したがって今日ではあれこれの軍事制度の選択が問題なのではな

し軍事諸力そのものの放棄，すなわち軍縮が直接問題になっている O この

場合，一方的部分的軍縮ではなく一般軍縮が問題となる。国内的には，防衛

軍や秩序維持軍への軍隊の制限，国際的には，国際連盟への出兵分担指数へ

の軍隊の制限が問題となる。

以上，政治的民主主義と国際連盟政策を柱とするヒノレファディングの現実

的平和主義政策を紹介してきた。ヒノレファディングは，もはや金融資本の拡

張政策のみが国家の対外政策を決定するのではなく，労働者階級もその共同

決定にあずかるという考えを示し，そしてつぎのようにのべている。

第一次大戦し、らレ，強権政策や秘密外交の道があいかわらず追求されてい

るO しかし他方では，民主主義的大衆の圧力下で，諸国民の国際協調への新

しい道もそれとならんで存在した。戦後の国際政策のなかに示された現実的

対立はおよそ帝国主義的利害対立ではなく，民主的各国政府聞の政治的対立

にとどまった。今日，平和にたいする脅威があるとすれば，それはボ・リシェ

ヴイズムからファシズムにいたる様々な軍事的独裁者が政治的に支配する諸

国から発するのである，と O

(3) ヒノレファディングは，これまでのアジアや北アフリカの被抑圧民族の

民族独立運動が，戦後の世界史においてもっとも重要な現象になっていると

のべている:しかし，民族・植民地問題にかんする彼の発言はその割には少

い。したがってわれわれは，この問題にかんする彼の断片的叙述を整理する

ことによって，彼の見解を判断するよりほかはない。

ヒルファディングは，第一次大戦が後進・植民地諸国民の民族意識を高め

たと考えるが，民族独立運動が発生した原因を，より一般的にこれらの諸国

の資本主義化にもとめている。 1931年の彼の論稿「資本主義発展の固有の法

則性」はつぎ、のようにのべている。

資本輸出は世界の徹底的な資本主義化 (Durchkapitalisierung) をもたら
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す。それは植民地諸国に資本とともに資本主義的諸関係，資本主義的社会構

造，社会的階級教育をも輸出する。その結果，これらの諸国においで民族ブ

ノレジョアジーが発生し，民族独立をめざし民族全体を統ーして，はげしい抵

抗をおこなうのである。

ヒノレファディングはまた前掲論文「ドイツ経済と国際債務」において，ブ

* ラジルの経済発展を現地で観察しつつ，後発諸国の工業化を戦後の世界経済

の特徴をなす，一主要事実だとのべている。つまり彼は，これまでの通念で

はブラジノレがコーヒー耕作のモノカノレチャの典型国と考えられていたが，戦

争と保護関税体制によって皮革工業や繊維産業を中心に急速な工業発展をと

げたと指摘する。そこでは，資本主義が最高の技術的，一一部分的には一一

高度の組織的段階で出現しているのである。ヒノレファディングはかかるブラ

ジノレの工業発展を一般化して，同じ過程がすべての未開発諸国で進行してい

るとのべている。

* ヒノレファディングは， 1927年夏にブラジノレで開催された列国議員貿易会議 (inte-

rparlamentalischer Handelskonferenz in Brasilien)に出席し 9月L、っぱいまで

〆ブラジノレの工業発展を観察する機会をえた。

ヒノレブァディングはこのように後進・植民地諸国における経済発展の歴史
ネ

的趨勢を，資本主義化，工業化とし、う特徴によっておさえた。彼のかかる見

解は，帝国主義諸国の植民地政策が寄生的な性格をもち，植民地諸国の発展

を崎型化したり停滞させたりし，その結果世界経済の「寄木細工的現実」を

現出させるといった視角がきわめて稀薄である。ヒノレファディングは，植民

地諸国民の苛酷な搾取と収奪の体系を打破するためには，帝国主義の植民地

支配体制そのものを掘り崩さねばならないといった認識がほとんどなし、。彼

は植民地諸国における民族解放運動の積極的な意義を認めながら，他方でそ

れに不安を感じている。

* このような考えは，とくにカール・レンナーに強くみられる。レンナーは，戦争

を契機にこれまでの後進・植民地諸国が西欧資本主義諸国による受動的な資本主
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義化から脱却し自力で工業化をはじめたが，その結果として全地球的に資本主

義化がすすめられたとのべている。そしてかつての世界市場のようなたんなる交

換関係ではない同質の諸部分からなる世界経済が現出したことを指摘している。

後進・植民地諸国の資本主義化は，国際的分業関係の変化を必然ならしめ，

西欧資本主義国は摩擦と犠牲をともなう，この変化への適応過程を歩まねば

ならない。ヒノレプァディングは，これが解決のつかぬ問題ではないとのべて

いる O 彼が不安を感じるのは，植民地民族解放運動がボリシェヴイズムと結

びつき，暴力革命的な傾向をおびることである。

「諸民族の自決権を徐々に実現する方向に民族および政治的解放をむけること

が肝要である。しかし他の諸国の強権政策に利用されるならば，この解放傾向は

平和を脅やかす危険にみちびくだろう。パノレヵ γ諸国の民族的自由志向がツアー

リの政策の権力目的に利用されたように，ボリシェヴイキの対外政策は，現実主

義的なロシアの拡張志向と世界革命の空想との固有な混合主なすところの自己の

目的のために民族的諸対立と解放傾向を利用しようとする。」

このようにヒノレファディングは， コミンテノレンと結びついた植民地民族独

立運動を世界平和を脅やかす最大の危険とみなし，またソ連を世界平和をみ

だすアウトローだと考えていた。彼によれば，ソ連のアジア政策は革命理論

に色どられているが，客観的には戸シアの植民'地主義的拡張政策にほかなら

ない。ヒノレプァディングは， ソ連のアジアでのこうした動きにたいして，イ

ギリス労働党政府の植民地宥和政策を，平和の維持とヨーロッパ労働運動の

利益に合致するものだと賞讃するのである。

ヒノレファディングのかかる見解は，植民地被抑圧民族の側にたっていると

いうより，ヨーロッパの経済的利害の立場にたっているといわなければなら

ない。事実，彼は，植民地諸民族の暴力的解放闘争がョーロ y パひいてはヨ

ーロッパ労働運動に打撃をあたえるといった理由から，民族自決権を承認せ

ねばならないとのべている。

「民主主義と労働運動が諸民族の自決権を承認するのは，民族的自由と白治の

形成が結局は永久の平和状態のための不可避的条件をなすからである。それだけ
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に暴力的爆発を避ける発展にかんするその関心は大きい。というのはインドとエ

、ジプトにおける暴力的政治的破局と結び、ついた経済的後退は，イギリ，ス労働運動

のみでなく， ヨーロツパお労働運動の戦闘力を萎九させ，社会主義への前進を促

進せず阻害するからである。」

かくてヒノレファディングはヨーロッバの労働運動と結びつき，その管理下

におかれた改良的な植民地民族運動を提起するのである。このような彼の考

えは，他方で，資本主義的諸列強による植民地の共同搾取を進歩的な傾向だと

評価したり，いわゆる「民主主義的植民地政策Jを唱えたりすることに結びつ

いている。この「民主主義的植民地政策」にかんするヒルファディングの具

体的な説明はなし、。が，それは1928年の SAIブリュッセノレ大会で、採択され

た植民地問題にかんするテーゼにおけるつぎのような植民地政策と基本的に

同じだったといえる。つまり，帝国主義諸列強による植民地の「文明化作用」

を積極的に評価し，すでに十分に文明化した植民地には自治(政治的独立で、

はなく〉をあたえ，未聞の植民地にたいして西欧諸国の後見を認め，そして

具体的政策としては，労働諸条件の改善などの改良的諸要求を列挙したにす

ぎない宥和的植民地政策である。この「民主主義的植民地政策」は， 1907年

の第二インター・シュトワットガノレト大会で大きな影響力を克ちえた修正主

義者たちの「社会主義的植民地政策」の焼き直しにすぎなし、。われわれは植

民地問題においてもヒノレプァディングが修正主義の軍門にくだうたといわざ

るをえない。ヒノレファディングは，ある論文で，新たな世界戦争が植民地体

制の崩壊をもたらすという理由から，植民地問題が戦争反対要因になってい

るとものべている。しかし彼は概して， コミンテノレンと結び、っし、た植民地民l

族解放運動が新たな戦争への危険にみちび、くことに不安と危倶を感じている

のである。

以上，われわれはヒノレファディングの「現実的平和主義」論を，①資本主

義の国際協調体制②プロレタリアートの平和政策③植民地問題に分けて紹介

してきた。結論的にいえば，彼の「現実的平和主義」論は，戦後における資

本主義の国際協力と協調の体制の成立を評価し，それを西欧労働運動の力に

よって民主的で、恒久的な平和秩序に変える構想、をおもな内容としていた。こ
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こでは細かい問題点について触れずに，その大きな特徴を箇条書的にまとめ

ておこう O

①ヒノレフーヂディングの「現実的平和主義」論は， ドーズ案の導入，国際連

盟や国際カノレテノレ化にもとづく戦後資本主義の国際協調と協力の体制の成立

といった現象のー側面を把えたものであった。そのさい彼は確かに帝国主義

的諸傾向と新たな戦争への危険性の存在を認めたが，それは当時の事実関係

の具体的な分析に根ざしていたというより， W金融資本論』第 5篇にもとづい

た現実認識で、あったようである。帝国主義を政策論の次元で把えるヒノレファ

ディングは，諸列強の対外政策の現実的基盤を調べる形で，当時の国際情勢

を分析した。彼は，独占資本・金融資本の蓄積運動とその国際的展開から当

時の世界経済を根底的に分析する視点を欠き，つねに新たに生まれる帝国主

義的諸矛盾の真の意味を的確に評価することができなかった。彼の現実的平

和主義は，国際連盟に超国家組織の形成という理想、の体現をみる観点から，

客観的には戦勝国の世界平和体制を固定化し維持することに協カする役割を

はたしたといえよう。

②ヒノレブァディングは，アメリカの拾頭とヨーロッパの後退，植民地民族

独立運動，ソ連の成立といった戦後世界経済の新しい事象を彼なりに捕捉し

ていた。しかしその場合，アメリカをヨーロッパの文化闘に含めたり，ヨー

ロッパ資本主義の再建とし、う視角からアメリカを取りあげるにとどま乃た。

彼は戦後世界経済におけるアメリカの独自な地位，アメリカ資本の多国籍企

業的展開，アメリカとヨーロッパの関係，両者の角逐を明確にしえていない。

また，植民地・民族問題につし、て，ヒノレファディングはいわばそのヨーロッ

パ的解決をもとめ，結局は帝国主義の世界分割の現状維持を望むに等しい保

守的な役割をはたしたのであった。彼は植民地・民族問題の平和的解決とい

うその時代では非現実的な政策を打ち出し，←コミュニストのこの問題にかん

する政策に平和を脅やかす脅威をみた。彼の自には，ソ連はその攻撃的性格

のゆえに「現実的平和主義」に反するものであり，世界の平和秩序をみだす

アウトローに映ったわけで、ある。結論的にいえば，ヒルファディングは，こ
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れまでヨーロ y パを中心にして動いていた世界が，植民地従属国，アメリカ，

ヨーロッパ，ソ連の多極的な関係によって規定されるようになってゆく傾向

を一面では認識しつつ，他方でヨーロッパ資本主義中心的な視角から脱却す

ることカ2できなカミったといえる O

③ヒノレブァディングは，金融資本の政策と国家の政策を分離する彼独自の

「帝国主義=政策」規定にもとづき，社会主義勢力および民主主義勢力の平

和闘争によって戦争の経済的可能性の政治的現実性への転化を阻止しうると

考えた。確かにわれわれは，ヒノレファディングのかかる見解が当時の労働者

階級を中心とした平和勢力の力量を過大評価し，イギリス労働党政府やフラ

ンス左翼連合政府にたいすあ幻想、にもとづいたものだったと論難しうる。し

かし他方で第二次大戦が第一次大戦とは異なり，民主主義陣営とファシスト

陣営との戦争になり，広範な反ファシズム統一戦線の結成がみられた事実も

指摘せねばならなし、。かかる第二次大戦をへて，日常的具体的な平和闘争や

反帝闘争の意義があらためて見なおされるにいたった。加うるに，第ニ次大

戦後世界の冷戦体制のもとで，政策のもつ意味がこれまでとは比較にならぬ

ほど大きくなっている。政策論の問題でわれわれがヒノレファディングの「現

実的平和主義」論に学ぶべき点がまったくないとはいえない。

57) Otto Bauer， Der Kongreβin Marseille. in: Der Kampf， 18. Jg.， 1925， SS. 

282~283. 

58) R. Hilferding， (Anm. 14) S. 261. 

59) R. Hilferding， (Anm. 11) S. 7. 

60) R. Hilferding， (Anm. 14) SS. 259~260. 

61) R. Hilferding， Realistischer Pazifismus， in: Die Gesellschaft， 1. Jg.， Bd. 2， 

1924， S. 99 

62) a. a. 0.， S. 98. 

63) 森呆前掲論文(3)(註17)を参照。

64) たとえば， R. Hilferding， Neue羽Teltpolitik，in: Die Freiheit， 4. Jg.， 1. 1. 

1922. において，ワシントン会議 (1921年11 月 ~1922年 2 月〕を論評しつつ，戦

後世界史の主要事実のひとつとして，歴史を形成する舞台がヨーロッパからアメ

リカへ移転したことをあげている。

65)R. Hilferding， (Anm. 61) S. 98. 
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66) a. a. 0.， ss. 99~100. 

67) K. Kautzky， (Anm. 7) s. 475.波多野訳(註 2)93ベージ。

68) R. Hilferding， (Anm. 61) ss. 100~ 1O 1 

69) a. a. 0.， ss. 101~105 

70) R. Hilferding， (Anm. 29) s. 303. 

71) R. Hilferding， Die deutsche Wirtschaft und die internationale Verschuldung， 

in : Uberseeiahrbuch Hamburg， Bd. 5， 1928， s. 57. 

72) R. Hilferding， (Anm. 61) ss. 105~1 1O. 

73) R. Hilferding， (Anm. 13) s. 388 

74) R. Hilferding， (Anm. 71) s. 55 f. 

75) R. Hilferding， (Anm. 61) s. 113. 

76) a. a. 0.， s. 112. 

77) R. Hilferding， (Anm. 13) s. 390. 

78) R. Hilferding， (Anm. 14) s. 259. 

79) R. Hilferding， (Anm. 13) s. 387. 

80) 羽TolfgangSchwarz， Krieg， Friede und Kapitalismus， in: Die Gesellschaft， 5. 

Jg.， Bd. 2， 1928， SS. 1 93~2 1O. 

81) R. Hilferding， (Anm. 61) s. 110~11 1. 

82) R. Hilferding， (Anm. 14) s. 260. 

83) R. Hilferding， (Anm. 13) s. 385. 

84) R. Hilferding， (Anm. 61) ss. 113~114 

85) R. Hilferding， Die Reichstagswahlen und die Sozialdemokratie (Rede auf dem 

Berliner Parteitag der SPD1924) in: Protokoll.， SS. 171~172. 

86) R. Hilferding， (Anm. 13) s. 385. 

87) R. Hilferding， (Anm. 14) S. 263 

88) R. Hilferding， (Anm. 13) SS. 390~397. 

89) a. a. 0.， S. 398. 

90) R. Hilferding， (Anm. 61) S. 112. 

9j) R. Hilferding， (Anm. 12) s. 36，拙訳270ページ。

92) R. Hilferding， (Anm. 71) SS. 55~56. 

93) Ebenda. R. Hilferding an K. Kautsky， 6. 10. 1927 (IISG KDXII 647) 

94) Karl Renner， Die wirtschaftlichen Grundlagen der soualistichen Politik ilach 

dem Krieg， in: Der Kampf， 21. Jg.， 1928， SS. 378~379. 

95) . R. Hilferding， (Anm. 61) S. 112. 

96) a. a. 0.， SS. 112~113. 
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97) Protokoll des Dritten Kむねgressesder S. A. 1.， Brussel 5 bis 11 Au富山t1928， 

Bd. 2， lX. 12，.，.;19; 

98) R. Hilferding， (Anm. 12) S. 36.拙訳270ページ。:

4. われわれはき f組織さF における経済致策〈対外政策〉論

としてとノレブプディングの「現実的平和主義」識を紹介し検討してきた。ヒ

ルプァディングの「現実的平和主義j論はカウツキー流の鶴子安盟主義論な意

味するといった理由などから，これまであまり鱗られてこなかった。しかし

われわれは帝醤主義論史の問題関心から， r金融資本論』第 5篇と「現実的平

和主義J 論との関係合間い，さらに f現実的平和主義J~舎が「寺区対的安定期J

における彼のいかなる取り組みのなかで生じたかを論じてみた。

小揺すると，ヒパノブァディングの「金融資本論』が帝国主義戦争の I必然

性jを説いた理論体系であったのにたいして，1漠実的平和主義J議は，世界

の平和体制の形成をめざした政策論であった。われわれは，一見大きく

った両者がまったく断絶したものて、はなく，発展継承関係にあることな示し

た。見実的平和主義j諭は， u金融資本論jにおける保護関税論や資本輸出

したものではなく，それを前提にしてなおかつ，r相対的安定嬢Jに

おけるプロレタリブートの具体的な対外政策交形成するために，平和の現実

的可能性を追求したものであった。このように「現実的平和主義」

融資本語jな理論的ベースとしたが，情勢論や政策訟のレベルでの展開にと

どまり，戦後段界経済の新しい諮特徴を汲み取りつつ，

富化していく視点ないちじるしく欠いて¥".たといわなければならなL、また，

それは F金融資本論jが帝醸主義に社会主義を対置したのにたいして，

家的対外政策とほとんど共通の基殺を宥していたc この斑患は，彼のつぎの

ような見解と結びついていると られる。

なわち，ヒノレファディングはJ戦争と戦後の経験は，資本主義の突発的

な衰退や経済生活の暴力的撹乱が労働運動の強化でなく，騒体化よ

持することを， JX論の余地なく示した~とのべている。〉彼は，総識さ
{動運動が資本主義の繁栄期にもっとも強力になるといった考えから，
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義の安定と発展さらに平和をもとめて，みずから戦後資本主義の経済再建と

国際協調体制の形成に尽力したといえる。前節でのベたごとく，ヒノレフ 7 デ

ィングはドイツ社会化運動の挫折後，戦争・危機・革命によるプロレタリア

ートの政治権力の掌握と社会主義への移行といったこれまでの路線を変え，

「組織された資本主義」における改良運動による漸次的平和的な経済民主主

義の実現を唱えた。[現実的平和主義J論はかかる「経済民主主義」論に対応

していた。経済民主主義はドイツ産業合理化運動をおもな課題にしていたが，

統一経済領域の形成をめざした自由貿易政策とヨーロッパ合衆国のスローガ

ンは，かかる産業合理化運動の条件を生み出す目的からも唱えられた。ヒノレ

ブァディングによれば，このようにして形成される経済発展は，政治的安定

と世界平和に寄与し，ひいては組織された労働運動の基盤をより強固にする。

したがって世界平和，統一経済領域の形成，経済発展，経済民主主義運動は

それぞれ相互に前提しあうのである。ヒノレファディング、はかかる認識にたち，

加うるに世界の民主的な平和体制の実現が社会主義的変革のさいに外国の干

渉の排除を保証するとし、う考えから，社会主義と平和の実現がそれぞれ階級

闘争の具体的な構成部分をなし，両者が相互に前提しあうといった見解を示

したといえる O

しかし資本主義の経済発展と国際的協調を目標としたヒルプァディングは，

客観的には，戦勝国の世界体制を固定化する保守的な役割をはたし，他方で

は，武装解除された敗戦国ドイツの「平和主義的外交政策」を擁護する役割

をはたしたといえよう。 I持者については，賠償問題にたし、する彼の態度がそ

れをよく示している。

ヒルファディングは，ヨーロッパ問題のアメリカ的解決を意味するドーズ

案の導入に賛同した。彼はドイツの戦争責任と賠償支払いの正当性を一方的

に認めた。また講和諸条約の不当性を突きながらも， S A 1との合意なき条

約修正の要求を掲げない態度を示し，そして国際連盟における種々の国際会

議と国際協定におおむね支持を表明したので、ある。

ドイツの外交政策については， ヒノレファディングはシュトレーゼマン外交
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を社会民主党の対外政策を体現したものだとみなした。そしてドイツ化学・

電機独占資本を中心とした「資本主義の国際的利益共同体」の形成の動きを，

平和に貢献するものだと積極的に評価した(ヒノレプァディングは独占資本グ

ループを γ 好戦的で反動的な重工業ク事ループと労資協調主義的で平和主義的

な加工業<化学・電機を含む>グノレープに二分する見解をもっていた〉。概し

て，ヒノレファディングは当時の資本主義の国際協調と協力の動きの不十分さ

を指摘しながらも，それに共感をいだし、たといえよう。

だが，ヒノレファディングの F現実的平和主義」論の破綻は，一一彼の「組

織された資本主義・経済民主主義」論がそうであったように一一1929年の世

界大恐慌とともにおとずれた。

ヒノレファディングの「統一経済領域」論は堰を切ったような国際保護主義の

波に押し流された。世界経済のブロック化がすすみ，関税戦争が激化するな

かで， 1930年 2月にジュネーヴ関税休戦会議 (Zollfriedenskonferenz)一一

ヒノレファディングもドイツを代表してこの会議に出席したーーが開催された。

ヒノレブァディ γグは，論文「岐路にたつ通商政策J(1930年〉において，この

会議を論評しつつ，つぎのようにのベた。すなわち，新農業保護主義一一ド

イツでは1929年12月22日以降数次にわたって農業関税が引き上げられたーー

は，r保護関税障壁の漸次的撤廃を目標とする国際協定にとってひとつの障害

をなすにちがし、なし、」。それは，これまでの原則的に自由貿易主義的であった

イギリスその他の諸国を保護関税主義に追いやり，その結果としてドイツの

輸出のいちじるしい減退をもたらす。ヒノレファディングは，こういった理由

から，新農業保護主義を批判し，関税休戦会議が作成した現存通商政策維持

にかんする協定に批准すべきだと主張した。結局，彼はイギリスの原則的な

自由貿易の維持，ヨーロッパにおける条約体制の発展を，国際会議の継続に

期待した。しかしその後の事態はヒノレファディングの期待を裏切り， 1932年

3月の輸入税法の公布によってイギリスは恒久的保護関税政策に踏み切り，

世界経済はブロック化の様相をいっそう強めていったのであった。

さらに，国際連盟政策を柱とする現実的平和主義政策も，とットラーの政
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権掌握後に急速にその現実基盤を奪われた。ヒノレファディングは，かかる情

況の変化に対応して，それし、らいナチスの好戦的性格と新たな世界戦争の危

険性を警告することを彼の任務とした。

彼は，迫りくる戦争の危険がつぎのような新しい特徴をもっとのべて

いる。すなわちこれまでの帝国主義的拡張政策が広大な植民地をもっ資本主

義列強と金融資本とによる植民地争覇戦に起因したのにたいして，広域経済

政策 (Grosraumpolitik)は，恐慌によって没落した中間層の運動(ファシ

ズム〉による隣国を併合しようという新しい種類の拡張傾向である。したが

って新たな戦争は民主主義対ファシズムとし、う性格をもっ。

アレクサンダー・シュタィンによれば， 1933年11月にチューリッヒでSA

Iビューロー会議が開催されたとき， ヒノレブァディングは， S PD幹部会に

委託されて，国際情勢にかんするメモランダムをそれに送付した。メモラシ

ダムは，上述の認識にたって，これまで SAIの対外政策の柱をなした対

等軍備権と一般軍縮の要求を破棄すべきだと提案していた。対等軍備権がナ

チスの軍備強化と戦争ーへの第一歩をなし，一般寧縮は好戦的なナチスを前に

しての諸国民の無防備化を意味するということがその理由であった。ファシ

ズムの戦勝は事実上文化の没落を意味する。軍事的に弱小であるかぎり妥協

を示す独裁者の欺騎的で不誠実な役まわりを容易にする懐柔政策ははなはだ

危険である。その外交上の成果は独裁の大衆基盤を強化し，独裁国の好戦的

気分を煽りたてるだけである。したがって SAIはファシズムへのいかなる

譲歩も拒否し，戦争の危険を積極的に防止して，戦争勃発のさいには， 1， 、か

なる戦争にも反対するといったこれまでの原則的態度を改めなければならな

し、?しかしヒノレファディングのかかる訴えに SAIビューローはほとんど耳

をかさず，彼のメモランダムもついに公開されなかった。 SAIビューロー

は，一般軍縮のできるだけ早期の締結を決議したので、ある。

ヒノレファディングはこうした SAIビューロ、ーの態度に失望し，ファシズ

ムによる戦争の危険になんら有効な行動をとれない SAIの組織的無力さを

嘆じた。彼は，一般軍縮協定にかんする SAIピユーローの決議が時宜を逸
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したものだと批判し，すでにイギリス政府のとァ トラ…宥和政策がはじまり，

イギ予ス労働党がこの対外政策を支持していることをど指摘した。そして一

般箪絡協定よりも， ドイツの再軍織ないかに跨ぐかが先決問題だと宝議し

た。しかしこの時点でもはノレブァディングは，
109) 

合有効に機能さぜることに平和の救済の鑓みをつなし をだのである。

その後，ヒルブァディ γグは，匿欝情勢についていく うの論

~，イギリス，フランスの無力な宥和外交がアァシスト陣蛍の麓化に

みちびき，戦争への道芸どしだいに掃き清めていったことを繰り返し批判した。

そしてこれ

政策にたい

とその社会主義致党が現実令直視しファシズムの好戦

ある行欝に移るように訴えつづけた。だが，とんブア

ダイングは， 1935;惨なかごろ，ブァシズム諸E畿の侵略政策がJ急速に展開され

るなかで，軍拡競争の新しい時代の幕が切って落とされたとのベ，

政策と集団安全保障体昔話の終起を玄ぎしたのである。
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むすび

いわゆる「担対的安定期Jをつうじて，ヒルアァディングはSPDの幹部

り" SPD理論説『ゲゼノレシャフトjの編集長でありま

PD議員団の閥会j言動をリードずる立場にあった。こうした政治

的な多忙のぜ弘治νこの時期に彼はさほど多くの理論的な金事会おこなって

* いなし、。そのうえ彼の論稿の多くは実践問題に答える形で論ぜられたにすぎ

ない。「組織された繁本主義J論についても，彼は体系的に考察した論摘を残

じておらず，今日われわれ試せいぜい「時代の諸開題」やキ

説などにややまとまった檎述を悶にしうるだけである O したがって訟は，彼

し，多少読みこみを混えつつ，i総織された資本主義j論争f私

なりに体系づける作業を強いられた。そのさい， (1)組織さ

という，まとめる つての視角は，上掲の

「時代の諸問題jからえた。:本稿のむナびとして，まずヒルブプディン

グの下級織ざれた資本主義j論の成立の経緯をもう一変礁総するなかで，

識された資本主義j言語と「金融資本論jの論理関係を明らかにしたい。

* r相対的安定期J会とおして，ヒノレファディングはひどく欽治的に多忙であった。

たとえば， 1925王手7月5B付のカウツキー炎人あての手紙のなかで，ヒノレツァデ

ィングは彼の近況をつぎのようぶのべている G

「僕は主主… l~ (カウツキ一望号滋〉と主主心卒く手紙令書書き丈こかったが，現在おそ

ろしくオ…パーワークぎみだ。 10時間から12時務あまり僕は国会にいる。おまけ

に諸委員会会議の惨備をせねばならない?その結果，ケゼノ川ヤブト12たあのも

ことが伐と IV どで~ない状態だ。J

当時， ヒノレアァダイングはつぎの

金融資公論Jにおける笈幣理論を

さらに深め，当時のイギザスとアメリカ"なおこなわれた恐慌・銀行・

する議論さど批判することであった。後はとくに中央銀行の係期政策が祭気にどん
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な影響を及ぼすか，とL、う問題に強い関心をもった。第二に，実践的意義をもっ

国家の政治理論一一おそらく政治的民主主義論や民主国家論をおもな内容とした

ーーーの問題であった。ヒノレフアデイングはこのこつの理論問題が頭から離れない

が，議会話争が忙しくて，学問的な仕事をなす暇がないとカウツキーに嘆いてい

るのである。

管見のかぎりでは， ヒノレファディ γグの国家論研究は， 1927年のキーノレ大会で

の演説においてその成果の一端が示されたといえるが，彼の貨幣論研究はついに

日の目をみることはなかったようである。このように「相対的安定期」に，ヒル

ファディ γグは理論問題にかんしてなみなみならぬ関心をいだいていた。われわ

れはつぎ)こリャザノフのマノレ・エン全集刊行事業にたいするヒルファデイングの

協力に触れておきたい。

カウツキーあての同じ手紙のなかで，ヒルファディングはリャザノフのマノレ-

z ン全集刊行事業をいかなることをしても支持すべきであり，このことでベルン

ジュタィンとかけあうつもりだとのべている(彼はベルンシュタインがマルクス，

ェγゲノレスの遺稿を適切に管理しているかどうか，疑念をいだいている〉。この刊

行事業にはSPD党幹部の横槍がはいり，ヒノレZTディングは「ゲゼノレシャフト」

誌に書評を載せるうえでその対応に腐心している。彼は，マノレ・エン全集の刊行

事業がボルシェヴイズムと関係のない，純粋の学問的営為であり， リャザノフな

くしてはマノレタス主義の発生史研究にとって重要な， ドイツ・イデオロギーの草

稿が公けにされなかったと， リャザノフの業績をきわめて高く評価している。〉

ヒノレファディングの「組織された資本主義」論はすでに『金融資本論』に

おいて萌芽的に論述されていた。むろんそこでは「組織された資本主義」は，

現実性をもたない理論的抽象にすぎぬと但し書が付与されていた。しかしそ

の後の戦争・革命・戦後復興の体験をとおして，ヒノレブァディングは「組織

された資本主義」の現実的可能性を考えるようになった。ヒノレファディング

にとってとくに革命の体験のもった意味は大きし、。というのは，これを転機

にしてヒルファディングは，資本主義の危機・革命から社会主義の移行の必

然性をみちびきだす，これまでの彼の見解を放棄し，それにかわって「組織

された資本主義」のもとでの生産力発展にもとづいた改良による漸次的な社

会主義への移行，すなわち経済民主主義を唱えはじめたからである。ヒノレフ

ァディングははじめ「組織された資本主義」を現実の具体的な分析から導出

したというより，予測ないしは指針としてのべていた。 ドイツ 11月革命にお
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ける社会運動の挫折がしだし、に明らかとなっていったとき，ヒノレファディン

グは，社会主義がすぐに実現されないならば，f組織された資本主義」が混乱

し貧困化した資本主義よりも望ましいと考えたようである O というのは，混

乱し貧困化した資本主義は，組織された労働運動(労働組合運動〉から戦闘

力を奪い，反対に資本主義の繁栄と生産力的発展がそれを強化すると思われ

たからである O それいらいヒノレブァディングは， r金融資本論』における資本

主義の組織化の視角にもとづいて，r組織された資本主義」を予測したり指針

としたりしつつ，戦後資本主義の経済再建に尽力した。そして戦後処理問題

をめぐる戦勝国間の利害対立が資本主義を不断に混乱におとしいれ，戦後の

経済再建を妨げているという理由からも，世界平和の確立をプロレタリアー

トのもっとも重要な任務として掲げたのである。このようにヒノレファディン

グは，資本主義の生産力発展が組織された労働者階級の改良的な社会主義運

動の強固な基盤を形成すると考え，戦後資本主義の経済再建に尽力した。こ

の戦後の経済再建との関連で「組織された資本主義J，経済民主主義そして現

実的平和主義の理論が三位一体的に形成されたので-ある。

「レンテンマルクの奇跡」によってドイツ資本主義が安定局面にはいった

1924年， ヒノレプァディングは，資本主義が「組織された資本主義」への発展

軌道にのったと考え，戦後資本主義の経済再建の方向性の確かさを確信した。

彼は論文「時代の諸問題」において， r金融資本論』における組織化の論理を

前面に押し出して，金融資本による資本主義の組織化と計画化の筋道を明ら

かにし， fこの傾向が障害なくつらぬくとすれば」と~，、った但し書を付与しつ

つ，r組織された資本主義」への歴史的発展傾向を展望した。そのさい，かか

る「組織された資本主義」は当時の資本主義の現実を念頭においてのべられ

たとはいえ，敗戦国ドイツの賠償支払いと戦後の経済再建をめざした産業合

理化運動の指針として打ち出された性格が強し、。そして多少短絡的にいえば，

産業合理化運動の指針として「組織された資本主義J，それに労働組合の側か

ら協力する恨拠として経済民主主義，その前提条件をつくり出すものとして
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現実的平和主義の理論が唱えられたとも考えられよう。その後，ヒルブァデ

ィングは， r現実的平和主義」論について個別的に論文を書いたり， Ir金融資

本論Jにおける「組織された資本主義」に結びつく叙述部分を整理して，歴

史的段階を追って「組織された資本主義」を説明したり(1925年のハイデノレ

ベノレク綱領報告)， r相対的安定期」における資本主義発展の特徴を汲み取り

つつ，r組織された資本主義」により豊富な内容規定をあたえた(1927年にお

けるキーノレ大会で、の演説)0r組織された資本主義」論の成立のこうした経緯

をみると，それは『金融資本論』と理論的に断絶したものではないことがわ

かる。学説史の問題関心から，この点もう少したちいってのべておこう。

ヒノレファディ γ グの「組織された資本主義」論は『金融資本論』とならぶ

一個の理論体系をなしたというよりは， Ir金融資本論』をベースとした情勢論

や政策論で、あった感が強し、。彼は「組織された資本主義」を， Ir金融資本論』

の論理の終ったところに生じた社会主義への過渡的段階だと考え，この過渡

的段階に対応した資本主義発達史像，社会主義運動論，経済政策(対外政策)

論として「組織された資本主義」論を展開したと考えられる O そのさい，わ

れわれは『金融資本論』と「組織された資本主義」論を同一視したり，反対に

両者を切り離しではならない。これまでのヒノレファディング研究はこれにつ

いて明確なイメージをもちえなかったようである。われわれはまず両者の論

理次元の相違を指摘せねばならなし、。いうまでもなく『金融資本論』は， 19 

世紀末から20世紀初頭にかけてのいわゆる古典的な帝国主義の時代を社会主

義の前段階だと考えーーしたがって「組織された資本主義」は現実性をもた

ぬたんなる理論的抽象にすぎなかった一一帝国主義戦争の「必然性」を明ら

かにしそれとの関連で社会主義の将来を展望した金融資本の理論体系であ

った。それにたいして「組織された資本主義」論は，第一次大戦後に，古典

的な諸帝国主義論の予想、に反して延命した資本主義を，帝国主義論の論理の

終ったところで，社会主義への過渡的段階と把えたものだった。第一次大戦

後，資本主義の延命といった事態に直面したとき，戦後資本主義分析の理論

的な模索がはじまった。この時期に， レーニン的 p ーザ的，ブ、ハーリン的，
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ヴァルガ的， トロッキー的，スターリン的な戦後資本主義分析が輩出した。

そのなかで， r金融資本論』の著者たるヒノレブァディ γ グも，金融資本の理論

体系に金融資本の完成形態、をつけ加え，金融資本の完成形態に相応した資本

主義の情勢論や政策論として「組織された資本主義」論を展開した。この

「組織された資本主義」論は， r金融資本論』を基層とした理論的な上部構造

をなしている O し、し、かえれば， r金融資本論』は，ヒルファディ γ グのいう金

融資本の性格からいって，情勢の変化にしたがい，若干の修正をへつつーー

とくに「組織化」の論理を前面に押し出しつつ一一一「組織された資本主義」

論の基層になってゆく理論的性格をもっていたといえよう。

以上，1組織された資本主義」論と「金融資本論』の論理的関係を聞いつつ，

ヒノレファディングの「組織された資本主義J論をまとめてみた。かかる「組

織された資本主義」論にたし、する批判としては，生産力主義，独占にかんす

る無理解，資本主義の腐朽と寄生性の無視などといった批判が思い浮かぶが，

ここではこうした批判にたちかえる必要はなかろう。ただ，ヒノレプァディン

グの「組織された資本主義」論の全理論的な組立が，第一次大戦後資本主義

の順調な経済発展を前提にしていたことを指摘しておく。 1929年世界大恐慌

は，この前提を取り去ることになる。ヒノレブァディングは，この世界大恐慌

にいかに対応したのだろうか?最後に，この点，簡単に触れておきたい。

世界大恐慌が勃発したとき， ヒノレファディングは， S PDのへノレマン・ミ

ュラーを首班とするワイマール大連合内閣 (1928年 6 月 ~1930年 3 月〉の蔵

相の地位にあった。 1929年 5月に開催された SPDマグデブ、ノレク大会での演

説において，彼は，予想外の不視によってわれわれはまれにみる困難な状現

に直面しているとのベた。つまり前政府の放漫財政のつけ，不況による租税

の減収と失業数の増加によって深刻な財政赤字問題が生じたので、ある。かか

る財政の赤字にたし、してヒノレファディングは，周知のように， 1929年 1月か

ら開催されたパリ専門家会議におけるドイツの賠償負担軽減要求の実現を容

易にするために，増税による均衡財政の確立をめざした。彼は，社会主義実
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現の不可欠な前提としての民主主義の護持と世界平和の維持をめざした対外

政策の追求といったプロレタリアートの「長期的利害」のために，多少の妥

協をしても， ワイマーノレ連合政府を維持すべきだと強調した。具体的な政策

としては，①増税による均衡財政の確立(包括的な財政改革を予定〉②国際

協定による賠償減額の要求(ヤング案にむけて〉③短期債務依存から長期債

務依存への転換(免税国債など}を掲げ、た。しかし，彼は「ヮイマーノレ連合」

を構成する与党聞の対立抗争のうちに，大不況のまえになすすべもなく退陣

を余儀なくされたのである O

世界大恐慌が勃発した当初， ヒノレブァディングは，この恐慌が比較的短期

間に終るだろうと多少楽観視していた。しかしその後，大不況が長期化の様

相をみせ，ついには1931年なかごろ，オーストリア最大の銀行クレジット・

アンシュタノレトの破産にはじまる信用恐慌が吹き荒れるなか，ヒノレファディ

ングは， 1931年にライプチッヒで開催された第 4回職員自由組合連合AfA

大会での演説「経済における社会権力か私的権力か」と同じ年の論文「信用

恐慌の諸問題Jにおいて，はじめて世界大恐慌の本格的な分析をおこなった

のである。彼によれば， 1920年代の資本主義の繁栄は，戦争の結果生じた強

い消費者需要と投資需要によるものであり，また資本家的独占諸組織による

高価格水準の維持などにささえられたものであったO しかし他方で，第一次

大戦は，早晩大恐慌に発展しかねないような世界経済における種々の不均衡

も生み出していたのである。すなわち，①農業の生産過剰と原料生産の過剰

②戦争の結果としての技術発展が生み出した合理化による工業生産の過剰と

失業の増加③後発諸国の工業化による国際分業関係の変化④国際通貨関係の

混乱と保護貿易主義⑤おもに合衆国の私的投資(短資が多しつにささえられ

た不安定な国際金融構造などがそれで、ある。したがって， 1929年にはじまる

世界恐慌はこれらの不均衡の総合的爆発であり，引き延ばされた戦争の根本

的精算過程であった。今日の信用恐慌は，直接にはアメリカとフランスによ

る資本の引き上げと金蓄蔵政策にみられる，私的利益のおもむくままになさ
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れた資本家たちの不合理な行動によって引き起こされたが，たんに信用制度

の混乱だけではなく産業における種々の混乱に深く根をおろしていたのであ

る。

ヒノレファディングはこのように世界経済恐慌を分析した。ところで，彼は

かかる世界経済恐慌にいかなる対策を講じたのだろうか?1931年10月2日付

のカウツキーあての手紙のなかで，これについてヒノレファディングはつぎの

ようにのべていた。すなわち，現在の状況の一番悪いところは，rし、かに恐慌

を除去するか，どんな直接的に効果的な手段を使用するか，われわれが人々

に具体的にまったく語りえない」ことにある。信用恐慌の解決は，結局，ア

メリカとフランスの金融力の使用にのみ期待される O しかし，これはもちろ

ん資本主義的解決法であり，社会主義的解決ではない，と O

つまり，ヒノレファディングは世界大恐慌の具体的解決方法をもちえていな

かったといえる O とはいえ，彼はなんらかの恐慌克服策を労働者階級のまえ

に提示せねばならなかった。ヒノレファディングが恐慌克服策として打ち出し

たのは，上述のごとくアメリカとフランスの金融力に支えられた協定による

国際通貨制度と国際信用取引の再建，園内的には国家の強力な経済干渉にも

とづいた，銀行政策による銀行と資本家的独占諸組織の監督と統制の強化，

国民経済のいっそうの組織化と計画化であった。したがって，信用恐慌のこ

の時点でも，ヒノレブァディングは彼の「組織された資本主義」論的な考えを

根本的に修正したのではない(ただし「相対的安定期Jにたいする彼の評価

はまったく変えられた〉。彼は，むしろ，戦争の清算過程をなす恐慌を激成さ

せ長期化させた原因を， r組織された資本主義」のなかにある中央銀行を頂点

とした種々の計画装置を正しく使用せず¥私的利益に走って経済全体の利益

を害した大銀行と大企業の一一私経済的にはそれなりに正当な一一無政府的

行動のせいにした。そして彼が「組織された資本主義」論のなかで、のベた国

家資本主義的傾向を強化し，国家によって計画経済を実現することに，恐慌

からの脱出路をみた。具体的な政策としてヒノレファディングは，大銀行の総

監督者たる適切な国家機関を設置し，この国家機関とライヒスバンクを頂点
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とし，破産し国家の管理下にあるダナット銀行などの大銀行を道具としたB

社会全体の利益を追求して私的行動をコントローノレする銀行政策を打ち出し
1211* 

たので‘ある。

* ヒノレファディングは，具体的な銀行の信用政策として，金準備の回復をめざした

ライヒスパンクの金融引締政策を批判した。金本位制から離脱したいま，銀行券

の発行を金準備と連動させるのはまったく無意味で、ある。銀行券(紙幣〉流通量

はもともと金準備によってではなく，流通商品と満期になった手形の額によって

規定されている。したがって金融引締唱葬は，流動性の悪化によって劣悪な経営

だけでなく優良な経営も破滅に追いやる。他方，ヒノレファディングは赤字財政と

インフレ政策による積極的な景気刺激策にも反対した。インフレは最悪の課税法

であり，賃金引き下げの懇意にみちた方法である。それは結局経済混乱をまねき，

通貨を安定させるためにデフレによる恐慌を招来させるのである。 ドイツ労働組

合総同県 (ADGB)が打ち出したインフレ政策にもとづく公共事業を内容とし

たWTB計画に， ヒノレファデイングが真向から反対したのは，かかる考えからす

ればけだし当然であった。

しかし，ヒルブァディングによれば，こうした銀行政策を実現するために

は， S PDとブルジョア諸政党そして資本家グループの「理性の同盟」の形

成を必要としていた。が，大不況が階級闘争を激化した状祝のなかでは，か

かる「理性の同盟」の形成がほとんど不可能に近かった。その結果，ヒルフ

ァディングは，ファシズムの嵐が吹き荒れるなか， ワイマーノレ共和国と民主

主義の救えるものだけは救おうと考え，1より少ない罪禍jを認める寛容政策

をとり，ファシズムにたし、する防波堤としてブリューニング政府を支持する

ことしかできなかったO ヒノレファディングはもはや資本主義の危機を利用し

て社会主義を実現しようとはせず，r組織された資本主義Jへの正常な軌道に

のった資本主義の発展を待望した。というのは，rかつての組織されていない

大衆運動がまさに恐慌期に強し、浮揚を経験したのにたいして，組織された経

済的政治的闘争といった組織の時代には，労働者階級が最強の攻撃力を展開

し，成功をうるのは繁栄期だ」からである。結局，ヒルファディングは，世

界大不況が長期化 L，政治的危機が激化するなかで，あくまでも「組織され

た資本主義・経済民主主義・現実的平和主義」論の思考範囲内にとどまった
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のであり，不幸な一時期がすぎさるのを待つことしかできなかった。そして

それはドイツと世界の悲劇，ひいてはヒルファディング自身の悲劇的な運命

に結びついていったので、ある。
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